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                                  本誌ガイアのリニューアルについて
　第45号でもお知らせしましたが、本誌は今号より年間発行回数を4回から2回（1月号、
7月号）に変更し、標準目次構成やページ数についても若干変更しました。また、合わせ
て表紙デザインを一新しました。
　新しい表紙デザインは、豊かな環境や平和の象徴としてあらゆる人々の頭上に広がる青
空、技術士の象徴としての新ロゴマークを融合させ、豊かな環境を創造する技術力や技術
士の幅広い視野を抽象的なイメージとして表現しました。
　また、動きや流れを感じさせるデザイン要素として光や風を取り入れ、先進的で力強く
躍進する技術士会のイメージを表現しました。
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　新年、あけましておめでとうございます。
　お��で����������、��と����お��で����������、��と����
も明確化し、CPD も軌道に乗りつつあります。
　�� ��� ��������まし��、�年 �� ��� ��� ��������まし��、�年 �� �
に�安倍総理�突然�辞任、そして �� �に�民主
党�小沢�表�辞表�出して撤回するなど、国内外
�政治情勢�混迷�度�加�ています。
　国�とな����しい国��りで�、�����国�とな����しい国��りで�、�����
や景観など�ハー�面だけでなく、人�心や生き方
でも戦後教育�反省�求められています。中でも�ゆ
とり教育�に象徴される戦後�個人重視�教育�大
きな転換�迫られ、家庭教育も見直され始めまし�。
仙台市で�ゴミ収集�有料化�始まりまし�。
　�����、����化��、C������、����化��、C�

２
削減問題に振

り回されている感�あります�、我々����表面
上、姑息な対策でなく、���未来��めに�腰�
入れて実効�ある環境�エネ�ギー問題に取り組む
必要�あります。�災や環境保全��などで、��
���躍�場�さらに拡大すること�期待します。

　�年�����法制定 5� 年��年にあ�り、�
���でも�域����から�発信と、����知
名度アップ�テーマとして、各方面�識者によるパ
ネ�ディスカッション等�行いまし�。�回�シン
ポジウムで�、���法�意義と共にそ�問題点も
指摘され、そ�中に����法�改定して業務�独
占すべし、という声も多く聞かれまし�。しかし一
方で排他的･閉鎖的な方向�目指す��、一���
門だけ�����にな�てしまう危険�あり、現在
����門�ように、実質的に公益事業�指導�推
進する���認知され、それ�高い社�的評価�受
ける方向�目指すべしという意見も強く出されまし
�。
　�����後�人あまり������く�きまし�����後�人あまり������く�きまし
��、早くも高度な��と高い倫理観�有する��
者�不足����や�てきております。

平成 20 年 � 月 � 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 46 号

　���、���で����名義�りという倫理上���、���で����名義�りという倫理上
�大問題�発生しまし�。これ�高度な��者��
方で�絶対的に不足しているということに他なら
ず、��でも�門差�あります�依然として���
�不足商品です。需要と供給�一致して初めて、�
��資格�社�で�用されるわけですから、こ��
����域的偏在�、早急に解決しなけれ�なりま
せん。
　ま��年、��、��、公務��倫理�定�反等々、ま��年、��、��、公務��倫理�定�反等々、
国内�モラ�ハザー���まる所�知りません。
　�� ��に必要な人�����ー��な視��と���� ��に必要な人�����ー��な視��と��
�者倫理��し�かりと身につけ�人でなけれ�な
りません�、��人�経済最優先�考�と、急激な
モラ��低下�、�界的にも恥ずかしい事です。
　組�内に�����人でも�れ�、不�事�絶対組�内に�����人でも�れ�、不�事�絶対
に起こしません、未然に�げますと、胸�張�て言
�るよう、����自ら�厳しく戒め�いと思いま
す。

　�����もう一つ��題�、入��と社�的������もう一つ��題�、入��と社�的�
用度�低さです。���入��� 4�％と全国平均
�上回�ています�、公務��入���低いままで
す。そ��め CPD に加��もう一つ�ニーズであ
る���資格��用、���監査業務など高い��
力と中立性、倫理性�要求される業務�開拓�不十
分で、���専業����まだ �� 指に届きません。
ま�、����� �� 以上��門�擁しています�、
公共事業関連�門以外で��用�不十分です。��
�機械や化学�門でも多く����、�補�います
�、これら�有資格者��躍する場�十分でなく、
宝�持ち腐れにな�ています。
　�社����������中心とし�国など���社����������中心とし�国など��
働きかけと、���������中心にし�組�化

�入���推進�車�両輪にして�ビジョン ����
強力�確実な推進�計�て参ります。　　�以  上�

巻 頭 言

技術士の活用拡大をめざして
（社）日本技術士会東北支部

吉 川 謙 造

 「ビジョン２１」の推進

支部長
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　����でご�躍�������に、�年も�や����でご�躍�������に、�年も�や
かな新年でありますようご祈念申し上げます。
　さて、���域�経済�中����と大�業��さて、���域�経済�中����と大�業��
中間期�決算�報道�よそに相変わらず低迷�さ中
にあります。そ�中でも一�仙台��に�転�兆し
�あります�、�域全体になりますと相変わらず�
感�します。
　国民不在�政界������から、��党対決�国民不在�政界������から、��党対決�
構図に加�て、次々とあからさまになる中�官僚組
��不�事。��者として�あるまじき構���に
�じまり、著名�業�消費者�スポイ�して�まな
い行��数々。�域格差解消�最大テーマに誕生し
�福田政権も休む間もない問題発生に追われて、期
待すべくもない国政��に封緘されています。
　�年�社�事象��べると���ありません�、�年�社�事象��べると���ありません�、
当���業交流�中で感じ�こと��べますと、ま
ず、第一に、�業�ほとんど�官僚組��行政��
補完機能に位置して官僚�配�ど真ん中にいること
に気づきまし�。“何��更” �感�しないでもあり
ません�、厳然とし�事実な�です。
　第�に、数ある�業�中で自�度�あり����第�に、数ある�業�中で自�度�あり����
開�可能性�ある�業����で�ないか、という
思い�しまし�。���大多数�占める���門も
当然含みます�、法に明記されているように専門的
応用能力�発揮できる唯一��業����で�ない
か、という示唆�感じています。
　��高�化�進�と自治体�政���倍�に迫る��高�化�進�と自治体�政���倍�に迫る
債務�と年々減�する歳入��見ると、�ラマキ型
�官経済�福祉分�にシフトせざる�得ません。
　環境問題�含め��域経済�機�足り�る���環境問題�含め��域経済�機�足り�る���
学��な�です。�方�中��搾取構�から脱皮す
るに�、�域資源に��的な付加価値�付けて徹底
し�経済基盤�確立する決意�必要になります。そ
��め��力源としてプ�フェッショナ��存在�
必要になる�です。　　　　　　　　　　　以　上　上上
　

各県技術士会代表幹事年頭������

　新年明けましておめでとうございます。新年明けましておめでとうございます。

　新しい年�������実な進��一年となるよ新しい年�������実な進��一年となるよ

う切に祈る次第です。

　欧米�旅行してつくづく思う�だ�、か���国

民性�森林や木�に強い親和性�あるようだ。よく

利用し、大切に扱�ている��見てとれ、石�文化

圏だと決めつけることに�疑問符だ。�家筋木�文

化、紙�文化�我�国�実情�如何？。紙使用量と

いう��な�差しで測れ�や�り紙�文化国か。住

環境で�どうか、お�辞にも木に�まれ�暮らしで

�ない。木目��しい新��多用�木�文化�い�用�木�文化�い��木�文化�い�

つなだけで�なく、カーボンニュートラ��埒外だ。

　����化���目指す京都議定書に約定され�

目標達成に向け我�国��き��発にな�てき�。

　�年開����道�����ミット�テーマ���年開����道�����ミット�テーマ�����道�����ミット�テーマ����道�����ミット�テーマ��

とつに����化問題�取り上げられることも�発

化�後押ししている�だろう。国内�業�排出削減

目標も示されるなど国民あげて���化��機運�

持ち上��てき�。ポスト京都議定書�めぐ�て�

各国�主導権争いも熾烈化してき�。そ�中にあ�

て、各国�森林づくり���向�目立つ。京都議定

書にもある CDM 制度�利用して先進国�業�発�

途上国で植林し排出枠�獲得、�アジア�ミット�

�酸化炭素�吸収する �,5�� 万 ha �森林面積増�

目標に掲げ�、わ�国も IMF 森林炭素パートナー

シップ基金に �,��� 万��拠出して森林減�に歯�

め�かける等と�界�挙げて忙しい。

　森林��酸化炭素吸収機能�最大発揮させるに�

面積増�勿論だ�、先ず�木��よく利用し機能性

に富んだ�全な森林�確保することだ。我々国民一

人�とり�木�使う�常生��心�けること�、と

りもなおさず�人類�生き残り�かけ各国�取り組

んでいる��化対策に参画行�すること�意味する

ほか、木�文化再興�実践でもある。

温暖化に思う

　青 森 県 技 術 士 会

　代表幹事　附 田 守 弘

 官経済からの脱皮
　－近未来社会と地域経済の行方－
　岩 手 県 技 術 士 会

　  代表幹事　長 澤 　 幹
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　�����、新年おめでとうございます。

　��に�、平和で�康に新しい年�お���事と

御慶�申し上げます。 

　さて、�年�記憶に残る話題に、食�問題とアメ

リカ�落橋事件�ありまし�。食�問題について�

信頼性�無い製品�意図的に提供し�も�であり、

落橋事件�性能�低下し�橋��界まで使用させて

しま��ということ�ようです。　

　高品質�高性能�製品�提供する�めに�、�つ

くり手��品質や製品�水準�適切に計画し、製�

過程�管理や完成品�維持管理�確実に実�する必

要�ありますし、さらに根�的なこと�、組��そ

れ�実行しようとする信念や責任感�持ち�けるこ

とだと思います。　　

　そ�ような環境�中で、��者自身も品質管理や

���ービスにおいて、�コンプライアンス精神に

基づく正確な判断と�業手順に従��対応��第一

優先とし生産に取り組む必要�あります。ま�、�

��であれ�なおさら�こと、そ����推進する

義務�あると考�ます。　

　�学���人類�利便性�追求する手段として大

いに貢献�しています�、一方で負�効果�派生さ

せていることも事実です。負��分�如何に減�さ

せて使用するか��学��者�使命であり、ここに

も�������あると思います。

　一方、���7 年以降に�団塊�����々と退職

し、�業に属さない���増加する傾向になります。

これら������に対して�躍�場�創り出すこ

とも�����務めであると思います。

　宮城�����とい�しましても、各専門���

複合的、総合的に提供することで�民�安全�安心

に貢献するとともに、����知名度と社�的評価

�向上に努める所存です。 

　最後になります�、����、��������

に対して更なるご�援とご協力�御願いしまして新

年�ご挨拶とい�します。　　　　　　　　以　上

　�����、新��お�い申し上げます。�����、新��お�い申し上げます。

　ご��でお正��むか�られ�でし�うか。�きご��でお正��むか�られ�でし�うか。�き

�鈍くなる冬�季節����宿命です�、特に中高

年で�心身��全に保つ努力�大事な季節だと思い

ます。これから�人生�考�てみると�しでも楽し

く、気楽に、肩筋張らないで、�康に十分気�つけ

て生きていくことだけだと思います。

　����に�ける��コミュニ�ーションです。����に�ける��コミュニ�ーションです。

　お�いに大いに�り合い、�い合�てアウト�アお�いに大いに�り合い、�い合�てアウト�ア

�そして遊ぶ事です。心身�鍛����維持するこ

とにあります�、大事な��脳��刺激�求める事

だと思います。

　��住んでいる�田�方�、��重い��です。��住んでいる�田�方�、��重い��です。

　行��ゆるい�、命じられ�こと��向きで真面行��ゆるい�、命じられ�こと��向きで真面

目な�民性です。しかし、変化��まない平均志向

性なところも強く、�テマエ論で終わることも否め

ません。明るい話題も無い社�環境�中、�人力�

何に求めていけ�よいか考�てみまし��、これ�

��ち自身�心�持ち方で�しでも�向きに、�奇

心�失わないように人�楽しいと言�ていることに

耳�傾け、積極的に人�お話�聞くようにしていま

す。

　� 年�からマージ�ン�始めています。��マー� 年�からマージ�ン�始めています。��マー

ジ�ンもま�楽しい。プレー中�悲鳴、歓声、絶�

間ない饒舌、ス�ーペースで思慮熟考、5 �まし�

プレー�間、でも情報交換�場です。家族�方�、

明るい感じにな��と言います。

　人と多く�し、考�る�事に�れ、脳�刺激して人と多く�し、考�る�事に�れ、脳�刺激して

いき�い。そして明るく�事�見つめ、マイナス志

向にならないよう頑張�て生きます。宜しくア��

イス�お願いい�します。

　���方々�心身�ご���お祈りしつつ、�����方々�心身�ご���お祈りしつつ、��

報告�させてい�だきまし�。

技術士の信頼性向上について

　宮 城 県 技 術 士 会

　 代 表 幹 事 　代 表 幹 事 　 吉 田 　 康 彦

 新春にあたって　

　秋 田 県 技 術 士 会 　 　 　 　
　 代 表 幹 事 　 太 田 　 規
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ガイアパラダイム　技 術 士 東 北

　新年明けましておめでとうございます。����新年明けましておめでとうございます。����
�に�、お�やかに初��お���こと存じます。
　さて、��環境問題�国�政治�場で議論される
ようにな��こと�喜�しいことであります。�年、
�安倍首相�呼�かけにより��道で�主要国首脳
による��環境�主要議題とする�ミット�開�さ
れることにな�ており非常に楽しみしております。
ど�ような削減目標�示される�か、米国�中国�
参加してどんな対応�示すか、興味あるところであ
ります。��環境問題�、人類�生命、�産�守る
観点と後����に引き継ぐ�めに最重要な�題で
あろうと思います。
　�年� �� �に国連環境計画 (UNEP) �発表し�
��環境白書によると、����化や環境悪化によ
る生��絶滅など、未解決��題�人類�脅威に陥
れていると警告しております。ま�、環境問題�各
国�政策�題にな�ている�、�転しそうなも��
ないと指摘しており、国�社��早急に行��起こ
すよう呼�かけております。こ�ことからも��道
�ミットに期待�膨らむ�であります。
　��環境問題と云�てもそ��因�、我々人類�
生�に起因している�であります。豊かで文化的な
生��望む�めに産業経済��によるところ�大量
生産、大量消費、大量排出�大きな影響���てお
り、����化、生�多�性�衰退、森林�減�、
砂漠化、酸性雨、オゾン層�破�等�問題�起こし
ている�であります。
　��問題�解決するに�、国や人々によ�て異な
り、なかなか即効的な対策�難しいと思います�一
人�とり�守るべき環境�理解して考�る必要�あ�とり�守るべき環境�理解して考�る必要�あ�守るべき環境�理解して考�る必要�あ
ると思います。そ��めに�、�域社��盛り上�
り�必要で学校教育、�業と�コミュニ�ーション
等�図�て環境に配慮し�生��式に改善しなけれ
�ならない�で�ないでし�うか。
　���として、持�可能�社��目指す�めにも
徹底し�啓発、啓蒙�して自ら�手で社�貢献しよ
うでありませんか。　　　　　　　　　　　以　上　上上

　�������������、あけましておめで�������������、あけましておめで

とうございます。�年も、宜しくお願い申し上げま

す。

　遅れ�せな�ら、山形�����も、各�同�、

�年創立 �� 周年���、��数も ��� 名�超すま

でになりまし��、これも�と�に��方から常�

頃�かい御指導、御援助�頂いているお陰であると、

心から御礼申し上げます。

　�年も�達�取り巻く環境�、色々な面で大変厳

しいも�でし�。ここ数年�域格差�正�声�強く

叫�れているにも拘わらず、顕在している�方と中

��格差�い�こうに縮まる気配�ありません。む

しろ拡大している��実�で�ないでし�うか。

特に、公共事業�落ち込みや低価格化��方に大き

な陰�落としていること�、公共事業に多く�頼�

てき��方にと�て、極めて大きな問題であると言

わざる�得ません。

　沈滞している�域��性化�図る�めに�、当然

�ことです�、�域�あらゆる資源�より有効に集

散�用する必要�あり、そ�為に�、�まで以上に

産学官�有機的で緊密な連携�重要になります。同

�に、�域�次��担う�供�含む社�全体��、

�学や���還元、�いて�啓蒙��も���に�

せられ�重要な責務�一つであろうと思います。

　�年、������で��理��援��や��学

��コミニュ�ー�ー���登録����呼�かけ

まし��、��で�既に ���� 年に�イエンスナビ

ゲー�ー制度�導入して実績�上げております。

　山形�����でも約 �� 名�理��援���イ

エンスナビゲー�ーに登録して���開始しまし

�。

　�後とも、�域社�に密�し、�域に信頼される

�����目指して、歩んで行くつもりであります

�で、�後とも御指導�ご教授�宜しくお願い申し

上げます。

新しい年を迎えて
　　　
　　山 形 県 技 術 士 会

　　　代表幹事　本 田 　 康 夫

地球環境問題は、自らの手で　
　
　　福 島 県 技 術 士 会

　　　代表幹事　平 井 　 良 一
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はじめに
　公共事業��域づくり���住民参加�、�で�、�で��で�
常識となりつつある。しかし、住民参加�意味や必。しかし、住民参加�意味や必しかし、住民参加�意味や必、住民参加�意味や必住民参加�意味や必
要性について�認識�、事業者、専門家、住民�間、事業者、専門家、住民�間事業者、専門家、住民�間、専門家、住民�間専門家、住民�間、住民�間住民�間
で� “同床異夢”かもしれない。ま�、参加手法も。ま�、参加手法もま�、参加手法も、参加手法も参加手法も
試行錯誤�繰り返している。。
　住民参加と�、社�システムづくり�一環であり、、社�システムづくり�一環であり、社�システムづくり�一環であり、、
民主主義�より良い方向�向かわせる一つ��きと
捉�ると、��から明らかなように、試行錯誤�当、��から明らかなように、試行錯誤�当��から明らかなように、試行錯誤�当、試行錯誤�当試行錯誤�当
然��きであり、そ����中から新しい道�見つ、そ����中から新しい道�見つそ����中から新しい道�見つ
け出してゆくこと�必要となる。。
　�稿�岩手�内�公共事業��域づくり���住
民参加��つ�事��参考にしな�ら、���足�、���足����足�
かり�探し出そうとするも�である。　。　　

１．住民参加はなぜ求められてきたか

　これまで�拡大社�における公共事業�、�社�これまで�拡大社�における公共事業�、�社�、�社��社�
資��量的不足�充足する�という社��合意に基
づき、そ�目指すべき方向に�進することであ��。、そ�目指すべき方向に�進することであ��。そ�目指すべき方向に�進することであ��。。
　そこで�、�と���社�にと�て道�や���そこで�、�と���社�にと�て道�や���、�と���社�にと�て道�や����と���社�にと�て道�や���
必要か不必要か�などという議論�ほとんど存在し
なか��。議論�中心�、いかに安く早く大量に社。議論�中心�、いかに安く早く大量に社議論�中心�、いかに安く早く大量に社、いかに安く早く大量に社いかに安く早く大量に社
�資��生産し、拡大する社�に対する不足�補う、拡大する社�に対する不足�補う拡大する社�に対する不足�補う
かであ��。。
　そ�ような場面で�、行政に�他��域�他�、そ�ような場面で�、行政に�他��域�他�、、行政に�他��域�他�、行政に�他��域�他�、
他市町村�と競争して予算�獲得し効�的に投資�
進めること�求められ、専門家���者��専門分、専門家���者��専門分専門家���者��専門分
�で�最適解�素早く提示すること�求められ�。。
　そこで�住民参加�必要とされなか��。むしろそこで�住民参加�必要とされなか��。むしろ。むしろむしろ
住民参加�社��効��低下させるも�として避け
られてき�感さ�あ��。。
　���� 年�後�頃から、社�全体に“�量”に対���� 年�後�頃から、社�全体に“�量”に対、社�全体に“�量”に対社�全体に“�量”に対
する充足感や�余り感�生まれてき�。しかし、そ。しかし、そしかし、そ、そそ
ういう��に人類何万年����経てや�と辿り�
い�にもかかわらず、市民�間に�充足感�得られ、市民�間に�充足感�得られ市民�間に�充足感�得られ

ない不満�感じ始めてき�。。
　一方、そ�ような中で、環境問題や資源問題など一方、そ�ような中で、環境問題や資源問題など、そ�ような中で、環境問題や資源問題などそ�ような中で、環境問題や資源問題など、環境問題や資源問題など環境問題や資源問題など
から、“成���界”というも�も意識されるように、“成���界”というも�も意識されるように“成���界”というも�も意識されるように
なるとともに、“量から質”�と視点�変わ�てき、“量から質”�と視点�変わ�てき“量から質”�と視点�変わ�てき
�。質的なも�と�、���“景観”“満足”“�適”。質的なも�と�、���“景観”“満足”“�適”質的なも�と�、���“景観”“満足”“�適”、���“景観”“満足”“�適”���“景観”“満足”“�適”
など�言葉に�表されるも�である。これら�問題。これら�問題これら�問題
に対して�多分に“個人的主観”�存在する領域に
なる�、そういう問題に対してコモン�ンス�常識�、そういう問題に対してコモン�ンス�常識�そういう問題に対してコモン�ンス�常識�
共通認識��見つけ出し、それ�社�全体��解と、それ�社�全体��解とそれ�社�全体��解と
する�めに�、多�な意見�出し合いな�ら、議論、多�な意見�出し合いな�ら、議論多�な意見�出し合いな�ら、議論、議論議論
�プ��ス�透明性�図ること�必要となる。。
　ま�効�性�求めて�分化されてき�専門分�にま�効�性�求めて�分化されてき�専門分�に
よるも�づくり�視点�、社�全体にと�て必ずし、社�全体にと�て必ずし社�全体にと�て必ずし
も良い結果�も�らさないことにも気づき始め�。。
　���、道��専門家�都市計画に基づき������、道��専門家�都市計画に基づき���、道��専門家�都市計画に基づき���道��専門家�都市計画に基づき���
い道���ることにより交通渋滞�解消�図ろうと
してき�こと�、�に市����車�流入�増加さ、�に市����車�流入�増加さ�に市����車�流入�増加さ
せ環境悪化�招き、そ�結果都市�衰退させ�り、、そ�結果都市�衰退させ�り、そ�結果都市�衰退させ�り、、
或い�過大な公共������国や�方��政�悪
化させ、そ�つけ�住民に回されるような事��生
じてき�。。
　こ�ような���明らかになるにつれて社��、こ�ような���明らかになるにつれて社��、
専門家�行政や��者�に全て�ゆだねることに疑
念�感じ始め、公共事業�意思決定に�域住民�参
加�求め、�く議論�行うこと�必要性�感じ始め
��である。。

２．住民参加の歴史

（1）わが国の住民参加の流れ
　わ�国�住民参加���的な流れ��観すると、わ�国�住民参加���的な流れ��観すると、、
高度成�期 ��7� 年�以��、直�的利�関�者に、直�的利�関�者に直�的利�関�者に
よる�照権など�通して��反対運��と言う形�
住民運��主であ��。���� 年�に入ると、行政。���� 年�に入ると、行政���� 年�に入ると、行政、行政行政
側�市民側に�づく形で�フォーラムやお祭りイベ
ント�開�されるようにな��。ま�、������。ま�、������ま�、������、������������

公共事業（地域づくり）へ�住民参加を考える

技術士（建設部門）
地域創研㈱　代表

寄　稿

中澤　昭典
～岩手県宮守川・吸川�事例を参考にして～
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�����置され、商���や町内��など�組�、商���や町内��など�組�商���や町内��など�組�
�表として参加する�にな���、まだ行政�シナ、まだ行政�シナまだ行政�シナ
リオ�中で�形式的参加�域�抜け出すこと��な
か��。。
　���� 年����以降�情報化社�、いわゆるイ���� 年����以降�情報化社�、いわゆるイ、いわゆるイいわゆるイ
ン�ーネット���到来�、市民側�得られる情報、市民側�得られる情報市民側�得られる情報
�量と質�飛躍的に拡大させ�。これまで行政側か。これまで行政側かこれまで行政側か
ら一方的に��られる情報�みであ��も��、市、市市
民同��情報交換と、肩書き�無い市民�社�に情、肩書き�無い市民�社�に情肩書き�無い市民�社�に情
報�発信すること�可能にし�。。
　���5 年頃大きな社�問題とな���良�������5 年頃大きな社�問題とな���良����
���問題にかかわる論争�、わ�国�公共事業�、わ�国�公共事業�わ�国�公共事業�
否論争�エポックメーキン�な出来事であ��。論。論論
争�舞台�従来型�メディアである新聞やテレビ�
枠�飛�出して、コン�ュー�ネット�ーク上でも、コン�ュー�ネット�ーク上でもコン�ュー�ネット�ーク上でも
行われることにな��。ネット�ーク上�議論�、。ネット�ーク上�議論�、ネット�ーク上�議論�、、
市民団体、行政、政治家に混じ�て、全く肩書き�、行政、政治家に混じ�て、全く肩書き�行政、政治家に混じ�て、全く肩書き�、政治家に混じ�て、全く肩書き�政治家に混じ�て、全く肩書き�、全く肩書き�全く肩書き�
無い一般市民も対等な発言権�持�て自�に議論に
加わり、しかもそ�発言�、ネット上で�でも見る、しかもそ�発言�、ネット上で�でも見るしかもそ�発言�、ネット上で�でも見る、ネット上で�でも見るネット上で�でも見る
こと�できるという開かれ�も�であり、これまで、これまでこれまで
�常識�一変させ�。。
　こ�ような情報化�流れ�中で、公共事業など�こ�ような情報化�流れ�中で、公共事業など�、公共事業など�公共事業など�
社��意思決定に“透明性”と“住民参加”�求め
る機運�増大してき�。。

（2）岩手県における公共事業への住民参加の流れ
　岩手��、�理的条件から農林水産業�中心に経
済���てき��、厳しい気候条件や�業化�立ち
遅れから、全国的に�低位�所得水準であ��。ま
�、津波災�やアイオン�カザリン台�など度々自
然災�に襲われてき�ことや、�京��アク�ス交、�京��アク�ス交�京��アク�ス交
通や山��横断する交通網など�経済基盤�脆弱で
あ��ことから、社�資����行う公共事業に対、社�資����行う公共事業に対社�資����行う公共事業に対
して住民から�反対�声�これまで�ほとんど聞か
れない�域であ��。。
　しかし、全国的な流れ�中で、���� 年�後�頃、全国的な流れ�中で、���� 年�後�頃全国的な流れ�中で、���� 年�後�頃、���� 年�後�頃���� 年�後�頃
から住民参加�求める声�徐々に聞かれるようにな
り、���� 年に�生�ム�周���計画に住民�声、���� 年に�生�ム�周���計画に住民�声���� 年に�生�ム�周���計画に住民�声
�反映させる�め�住民参加�議いわゆる�ーク
ショップ�手法�初めてとり入れ�。。
　こ�住民参加��ークショップ�、住民側から�、住民側から�住民側から�
要請で�なく、行政側から�画され��、行政内�、行政側から�画され��、行政内�行政側から�画され��、行政内�、行政内�行政内�
�検討段階で��住民参加�都�で�うまくいく�、、
�ム���される山間�で�、一般住民から意見�、一般住民から意見�一般住民から意見�

出ない�で�ないか��住民側から無責任な要望�
出�ときに収拾�つかなくなる��意見�対立して
か��て混乱�招く�で�ないか�など�危惧する
声�出され�。。
　しかし、こ��ークショップ�開�してみると、、こ��ークショップ�開�してみると、こ��ークショップ�開�してみると、、
行政側�期待以上��向きで�発な議論�なされ、、
住民側から歓�されるとともに、マスコミからも高、マスコミからも高マスコミからも高
く評価されるも�とな��。こ�こと�行政側に自。こ�こと�行政側に自こ�こと�行政側に自
信と安心感���、以後宮守�や吸���じめとし、以後宮守�や吸���じめとし以後宮守�や吸���じめとし
�多く�住民参加�行われるき�かけとな��。。
　
３．住民参加が成功を収めるポイント

　住民参加�進める�めに�そ�目的と理念�明確
にして誠実に行うこと�必要である。。
　�まずく運�される住民参加�、住民参加�行わ�まずく運�される住民参加�、住民参加�行わ、住民参加�行わ住民参加�行わ
ない場合よりもさらに悪い結果�も�らす�という
ことも言われている。。

（1）住民参加の意義
　住民参加�行う上で最も重要なポイント�、な�、な�な�
住民参加�行う�か、ということ�正しく認識する
ことである。。
　住民参加�単なる�住民�ガス抜き��住民意見
�聞く場�と考�て��質�見失うことになる。。
　住民参加と�住民側から見れ�、�公共��利用住民参加と�住民側から見れ�、�公共��利用、�公共��利用�公共��利用
者�意思表示�機�、�主権者���者として�権、�主権者���者として�権�主権者���者として�権
利�行使、�直�請求�場、或い��社�構成�と、�直�請求�場、或い��社�構成�と�直�請求�場、或い��社�構成�と、或い��社�構成�と或い��社�構成�と
して�義務、などと見ること�出来る。、などと見ること�出来る。などと見ること�出来る。。
　行政側から見ると、�住民�多�なニーズ�聞く行政側から見ると、�住民�多�なニーズ�聞く、�住民�多�なニーズ�聞く�住民�多�なニーズ�聞く
場、�行政��明�場、�社��多�な意見�存在、�行政��明�場、�社��多�な意見�存在�行政��明�場、�社��多�な意見�存在、�社��多�な意見�存在�社��多�な意見�存在
�住民に知らしめる場、等でもある。。
　しかし、も�と�質的に突き�めれ�、�間�民しかし、も�と�質的に突き�めれ�、�間�民、も�と�質的に突き�めれ�、�間�民も�と�質的に突き�めれ�、�間�民、�間�民�間�民
主主義�不��補うも����域自治�住民自治�
実践��観客民主主義と言われるような傍観者的市
民�民主主義�当事者に引き込むも��とも捕ら�
ること�出来る。。

（2）情報公開・情報共有
　公共事業など��住民参加において�、情報公開公共事業など��住民参加において�、情報公開、情報公開情報公開
と情報共有�最も重要である。行政�専門家と市民。行政�専門家と市民行政�専門家と市民
�情報量�差�一般に考�るより�るかに大い。　。　
　一般市民�公共事業など�特定�問題に対して一般市民�公共事業など�特定�問題に対して
�情報源�パンフレット以外に�新聞や�コミであ
る。素人である住民�議論��め正しい判断�行う。素人である住民�議論��め正しい判断�行う素人である住民�議論��め正しい判断�行う
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�めに�十分な情報�必要であり、お�い�持�、お�い�持�お�い�持�
ている情報�程度について共通認識�持つ必要�あ
る。それにより対等な議論�可能になる。。それにより対等な議論�可能になる。それにより対等な議論�可能になる。。
　特に行政側�情報��していないという信頼�住特に行政側�情報��していないという信頼�住
民側から得ること�重要である。ま�住民側�、情。ま�住民側�、情ま�住民側�、情、情情
報�すべて把握できなくても、存在する情報��要、存在する情報��要存在する情報��要
�感じ取ることにより、�こんな発言�しても相手、�こんな発言�しても相手�こんな発言�しても相手
から馬鹿にされないだろう�という自信と安心感�
得ることになり、�発で�向きな議論�行うことに、�発で�向きな議論�行うことに�発で�向きな議論�行うことに
なる。。
　宮守�や吸�で�、次�ような�々な方法で情報宮守�や吸�で�、次�ような�々な方法で情報
公開と情報共有�徹底して図られ�。。
ａ�詳�な事業�内容と背景��明
ｂ�話し合い�経過�伝�るミニ新聞�発行��域
　　全体�配��全体�配��
ｃ�現�視察による認識�共有

ｄ�住民�交��環境調査�源流調査
ｅ��事中間段階で�住民による検���事中間段階で�住民による検�

（3）中間的な立場の存在
　�ークショップ�ような協働�業や話し合い�場
において�、ややもすると�行政対住民�という対、ややもすると�行政対住民�という対ややもすると�行政対住民�という対
立�構図�生まれる。これ�和らげる�めに�中間。これ�和らげる�めに�中間これ�和らげる�めに�中間
的な立場�進行��ファシリテー�ー��存在�
有効である。行政と市民、或い�市民同��直�意。行政と市民、或い�市民同��直�意行政と市民、或い�市民同��直�意、或い�市民同��直�意或い�市民同��直�意
見�戦わす�で�なく、意見や主張�ファシリテー、意見や主張�ファシリテー意見や主張�ファシリテー
�ー�受けて相手に渡す形�とる。意見�常にファ。意見�常にファ意見�常にファ
シリテー�ー�通すことにより、特定�相手に対す、特定�相手に対す特定�相手に対す
るも�で�なく、�場全体に向けられる形になり、、�場全体に向けられる形になり、�場全体に向けられる形になり、、
感情的な対立�避けられる効果�ある。。

（4）フリーな参加
　現��住民参加�求められる�機�、成熟社�に、成熟社�に成熟社�に
おける個人意識�高まり�中で�多�な個人�主張
にあるとするなら�、そ�参加�当然組��表とい、そ�参加�当然組��表といそ�参加�当然組��表とい
う形で�なく個人であるべきである。そこにおい。そこにおいそこにおい
て�自�に参加する門戸�開かれていることと同�
に、参加しない自�も保�されなけれ�ならない。、参加しない自�も保�されなけれ�ならない。参加しない自�も保�されなけれ�ならない。。
　宮守�や吸�において�常にこ�ような形�とら
れ、そ�結果小学生から�人まで������い参、そ�結果小学生から�人まで������い参そ�結果小学生から�人まで������い参
加�見られ�。。

（5）共同作業
　吸�で�、植�や���化��め�木炭��置な吸�で�、植�や���化��め�木炭��置な、植�や���化��め�木炭��置な植�や���化��め�木炭��置な

ど�住民と行政�共同�業で行��。これにより�。これにより�これにより�
域�り�実�に自分�ち�行��という実感�得ら
れ、公共���や公�でありな�ら、自分�ち�庭、、公共���や公�でありな�ら、自分�ち�庭、公共���や公�でありな�ら、自分�ち�庭、、自分�ち�庭、自分�ち�庭、、
或い��域��産として�愛��芽生�ることと
な��。。

（6）対等な立場と参加意識の醸成
　住民参加�話し合い�場で多く�場合問題になるる

写真 -�　住民参加による��環境調査

写真 -�　住民共同�業による植�

図ー �
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と発言に責任感���、無責任な発言���る効果、無責任な発言���る効果無責任な発言���る効果
もあ��。。

4．住民参加の効果

（1）吸川
　吸�で�こ�ような住民参加�結果、�吸��き吸�で�こ�ような住民参加�結果、�吸��き、�吸��き�吸��き
れいにする����ークショップ�参加者�中心に
63 人で発足することとな��。。
　���そ�後 �5� 人�超�、�� ��業や団体も���そ�後 �5� 人�超�、�� ��業や団体も、�� ��業や団体も�� ��業や団体も
参加している。�����や公����や��、水。�����や公����や��、水�����や公����や��、水、水水
質�化��め�木炭��置や家庭廃水問題�勉強�
など�々な水質�化��、�場廃水�調査、行政に、�場廃水�調査、行政に�場廃水�調査、行政に、行政に行政に
対する要望など���な���と��り�見せてい
る。。
　�で�行政に対して住民�参加する�で�なく、�で�行政に対して住民�参加する�で�なく、、
住民側�先導して水質�化や�域づくり�考�始め
てきている。。
 

（2）宮守川
　宮守�で�、こ��づくり��参加�き�かけと宮守�で�、こ��づくり��参加�き�かけと、こ��づくり��参加�き�かけとこ��づくり��参加�き�かけと
な�て、�域� �56 ���参加する�宮守�上流�、�域� �56 ���参加する�宮守�上流��域� �56 ���参加する�宮守�上流�
�����立され、�������域で自主的に実、�������域で自主的に実�������域で自主的に実
�してる。こ�������これまで�雨�降�て。こ�������これまで�雨�降�てこ�������これまで�雨�降�て
��水�増�れ�、��い�農家などで�残�など、��い�農家などで�残�など��い�農家などで�残�など
�ごみ��に流し�も�だ。しかし�づくりに参加。しかし�づくりに参加しかし�づくりに参加
してから�、意識�変わ��。みんな���ごみ�、意識�変わ��。みんな���ごみ�意識�変わ��。みんな���ごみ�。みんな���ごみ�みんな���ごみ�
拾うようにな��。��ここに見学にき�人に、�。��ここに見学にき�人に、���ここに見学にき�人に、�、��
き缶�見つけて拾�て来�ら千円で買い取ると言�
ている。それ��や�域でゴミや�き缶��てる人。それ��や�域でゴミや�き缶��てる人それ��や�域でゴミや�き缶��てる人
�いない��分か�ているからだ。自分�庭にごみ。自分�庭にごみ自分�庭にごみ

��、特定�者や声�大きい者�話し合い�リー�特定�者や声�大きい者�話し合い�リー�
してしまうことである。ま�一般�住民�大勢�中。ま�一般�住民�大勢�中ま�一般�住民�大勢�中
で意見��べることに慣れていない�め聞き�に回
る。そ�ような形�多く�参加者に不満��る結果。そ�ような形�多く�参加者に不満��る結果そ�ような形�多く�参加者に不満��る結果
になり、参加意識��成に�つな�らない。�ーク、参加意識��成に�つな�らない。�ーク参加意識��成に�つな�らない。�ーク。�ーク�ーク
ショップ�ような�議において�、発言�引き出し、発言�引き出し発言�引き出し
やすくし参加意識��成する�めに、次�ような手、次�ような手次�ような手
法�用い�。。 
a）�上��ン�ート）�上��ン�ート
　������場で�アン�ート�行い、結果�そ������場で�アン�ート�行い、結果�そ、結果�そ結果�そ
�場で公表する。�単な�でも��られる質問�行。�単な�でも��られる質問�行�単な�でも��られる質問�行
うことにより、場�ムー��和らげる効果と全�に、場�ムー��和らげる効果と全�に場�ムー��和らげる効果と全�に
意思表示�機���り上げる。ま�������問。ま�������問ま�������問
�イエス･ノーという単純な構図で�なく、多�な意、多�な意多�な意
見�存在�参加者に認識させる。ま�、そ�場�参。ま�、そ�場�参ま�、そ�場�参、そ�場�参そ�場�参
加者�主義主張�構成�要�参加者に感じとらせる
こと�出来る。こ�ことにより、場���気とそ�。こ�ことにより、場���気とそ�こ�ことにより、場���気とそ�、場���気とそ�場���気とそ�
中で�自分�位置付け�参加者�認識出来ることに
なり、発言�しやすくなる。、発言�しやすくなる。発言�しやすくなる。。

　

b）カード発言
　��ープ討論�最初にカー�に自分�考��記入
してそれ�発表する。発言�機��均等に��る効。発言�機��均等に��る効発言�機��均等に��る効
果と、紙に書い�も���むことになる�で発言�、紙に書い�も���むことになる�で発言�紙に書い�も���むことになる�で発言�
苦手な人でも比較的容易に主張��べること�でき
るという効果�あ��。。
c）ファシリテーション・グラフィック
　話し合い�中で出され�意見や提案�すべて文字
や絵として黒板や紙に書き出す。こ�こと�、発言。こ�こと�、発言こ�こと�、発言、発言発言
�形や文字として残る�め、参加者に強い参加意識、参加者に強い参加意識参加者に強い参加意識

写真 -3　旗上げアン�ート���

写真 -4　ファシリテーション��ラフィック
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い。

 

��てる人�いない�����域で������ ��
�ンチ以上に�しない。それ以上になると�か�自。それ以上になると�か�自それ以上になると�か�自
主的に�りに出る。自分�ち��という意識�強ま。自分�ち��という意識�強ま自分�ち��という意識�強ま
り、生�排水���流さない�めに、�域�全��、生�排水���流さない�めに、�域�全��生�排水���流さない�めに、�域�全��、�域�全���域�全��
で合併�化槽�置��め�積立て�始ま���と��
ている。。
　参加し�主��、�計画�り��ークショップに和参加し�主��、�計画�り��ークショップに和、�計画�り��ークショップに和�計画�り��ークショップに和
気あいあいと参加し�中で、いつ�間にか自分�言�、いつ�間にか自分�言�いつ�間にか自分�言�
�こと��づくりに生かされ�ということ�すごく
あり��いと思�ています。みんな�参加してでき。みんな�参加してできみんな�参加してでき
�ことで、�に対する関心度�すごく高まりまし�。、�に対する関心度�すごく高まりまし�。�に対する関心度�すごく高まりまし�。。
�事現場�見ても『どんな橋�かかるべ』『護岸�な
んじ�にするんだべ』とわざわざ年寄りから�供�
ちから見に行��りしまし��と��ている。　。　　
　ま�こ��域で�これら����発�して�一集ま�こ��域で�これら����発�して�一集
落一農場運���起こり、産直���経�や���、産直���経�や���産直���経�や���
法面や田�畦畔�保護植��研究など��域住民�
組�で行われている。。
�こ� � つ�事�で�、�々な手法�用いて情報共、�々な手法�用いて情報共�々な手法�用いて情報共
　有�進めるとともに、共同�業�積み重ねること有�進めるとともに、共同�業�積み重ねること、共同�業�積み重ねること共同�業�積み重ねること
　により、次第に“住民参加��しご”���てい�により、次第に“住民参加��しご”���てい�、次第に“住民参加��しご”���てい�次第に“住民参加��しご”���てい�
　�形とな��。�形とな��。。
　　そ�結果、表 -� に示すような、住民参加�最もそ�結果、表 -� に示すような、住民参加�最も、表 -� に示すような、住民参加�最も表 -� に示すような、住民参加�最も、住民参加�最も住民参加�最も
　高いレベ�である“住民 C�������������”�段階高いレベ�である“住民 C�������������”�段階
　に�開してい��。これ�住民自治、�域自治�に�開してい��。これ�住民自治、�域自治�。これ�住民自治、�域自治�これ�住民自治、�域自治�
　一�と見ること�出来る。一�と見ること�出来る。。

�　公共事業�計画段階から�住民参加�、住民に　公共事業�計画段階から�住民参加�、住民に公共事業�計画段階から�住民参加�、住民に、住民に住民に

　　自ら�“公共”�担い手であるという“当事者自ら�“公共”�担い手であるという“当事者

　　意識”�再確認させることにな��。意識”�再確認させることにな��。。

�　共同�業�住民同��親�感と信頼感�芽生�　共同�業�住民同��親�感と信頼感�芽生�共同�業�住民同��親�感と信頼感�芽生�

　　させコミュニティー�再生につな���と思わさせコミュニティー�再生につな���と思わ

　　れる。れる。。

＜あとがき＞
　住民参加�拡大してきている背景�、現�社��

中で行政や����分化され、そ��分化され�専

門分��個々�最適なも��組み合わせても、全体

�最適にならないこと�実感し始め、包括的に�事

�見ること�必要性�感じ始め�ことから出発して

いる�で�ないだろうか。

　�域づくり�、形や効��みで考�る�で�なく、

自�な参加�中で、専門家と素人�意見�キ�ッチ

ボー�し、試行錯誤する中から生み出されること�、

社��“�得”する�めに必要な�かもしれない。

　それ�必ずしも効�的でなく、生み出されるも�

�外形�良くないかもしれない�、社���得する

ことによ�てみんな�大切に守り育ててゆくも�に

なる�で�ないだろうか。

　そして、そこに立ち�う��者��謙虚でありな

�らも卑屈で�なく、毅然としな�らも傲慢でない�

という姿勢�求められよう。
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　もうかれこれ �� 年程�になろうか、����ともうかれこれ �� 年程�になろうか、����と

�����協��合同����席上で、��発行�

�P、E �����内容�余りに専門的で完�するに、E �����内容�余りに専門的で完�するにE �����内容�余りに専門的で完�するに

�難かしく�者�なれ�起していないかという声�

あ��。それ�早速�����根�さん�����

折り中�に伝��結果、���方でも編集����

強化して取り組んだ�で、現在�ような体裁に一変

してほか���雑誌に比べて見劣り�しないも�に

な��。�� にも及ぶ F���� より多数����興味

�惹く内容��る事�大変な経験と知識�必要とす

る。S����a���� になる程他�門�論文�完�する�

�後回しにな�て積んどくという事になる事もある

かも知れない。

　一方������ガイアパラ�イム������一方������ガイアパラ�イム������アパラ�イム������パラ�イム������

もそ�こと�あ�てから編集��、�報���努力

によ�て誠に立派な機関誌にな��。送られてくる

ガイアパラ�イムに�何���ているかなと興味アパラ�イムに�何���ているかなと興味パラ�イムに�何���ているかなと興味

�々�期待�ある。

　だ�人間��々にして�じめ�素�らしいと感じだ�人間��々にして�じめ�素�らしいと感じ

ても見慣れてくると感��薄れてしまう。これ��

�雑誌や団体機関雑誌�見ても同じである。

　��見ている��学�誌や��協�誌で�編集���見ている��学�誌や��協�誌で�編集�

�に��れ�人�ち���とかど� Ex���� で、�

��表紙�写真���、色彩、D����� 等��ンス

�毎号�表紙で季節観�堪能し�りま� C�a���� �

��等�優�さ�知る事�出来る。

　内容についても一�し��学�編集者��に流れ内容についても一�し��学�編集者��に流れ

ており、然も��みやすいこと��モットーにして

いる事�繰返し�べている。

　我�ガイアパラ�イム�場合、表紙�デザイン�我�ガイアパラ�イム�場合、表紙�デザイン�アパラ�イム�場合、表紙�デザイン�パラ�イム�場合、表紙�デザイン�

各�門ごと�シンボ��順序よく並んで表紙自体�

�ガイア���ゴマーク�ようで、それで�ックカア���ゴマーク�ようで、それで�ックカ���ゴマーク�ようで、それで�ックカ、それで�ックカそれで�ックカ

ラーで特定�年�表している。こ�ようなユニーク

なデザイン�我����誇りであろう。だ�こと表

紙に関する�り、編集�精神�そ�ままにしても各

�門�シンボ��そろそろ��� ����f に変�て�

如何だろう。

　それと一�に内容も�け�内容なるように間��それと一�に内容も�け�内容なるように間��

�げ投稿し易くする事�提案し�い。

　����話��ような ������ ��け���気����話��ような ������ ��け���気

楽に投稿して寛げるコーナー��る。現在���漫

歩と��分�、こちら�����見�社�観�描

くことにする。これ�機関誌�名に恥じないよう、

a�a����� な記事でなくて�ならない�、それにあ

まり拘り過�ず、社��オ�ニオンリー�ーとして

�立場に�ち��と社�問題、��と国�問題、�

�とエネ�ギーと環境問題等�自�に投稿出来るよ

うにすれ��者�数も増�、�いて����増加に�いて����増加にいて����増加に

繋�る�で�ないだろうか。思うに自分�投稿し�

論文�採用になれ�そ�投稿���愛�も大きくな

り継�して�むようになる。だから投稿しやすい�

に��替�する必要�ある�で�ないかと思う。

　�だしそ�場合�々にして急進的思��中��だしそ�場合�々にして急進的思��中�

とし、古来より�伝統�反�とする向きもある

�で、判断��者に任せる事とし両方�意見�

���������� 的に採用すれ�より興味�あるユニー

クな雑誌になるに�いない。

　����数�約�万 �,7�� 名余りだ���� 年 ������数�約�万 �,7�� 名余りだ���� 年 ��,7�� 名余りだ���� 年 ��名余りだ���� 年 �� 

�現在�資格者�約８万名に迫る勢いであり、なん

としても�みやすい機関誌にする事�勿論、��有

資格者�入� �a����� 事項�も探し出して解決しな

けれ�ならない。

　こ����増加に繋�ることなら�徹底的に調査こ����増加に繋�ることなら�徹底的に調査

し対策�講ずること���� �� �完成させる一策

ともなろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上以　上　上上

第 46 号 平成 20 年 � 月 � 日

「ガイ�パラダイム技術士東北」の編集窓口の拡大
　　と正会員の増加対策について

技術士（建設部門）A  P　E　C エンジニア
（株）田村測量設計事務所取締役技師長

寄　稿

土 生   平
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1. まえがき
　いわゆる団塊�����業定年 (6� 歳 ) ���るいわゆる団塊�����業定年 (6� 歳 ) ���る

年�に入り�定年後�処��指南��注目�浴�て

いる。�充実し生き�い�ある�年期��望むなら、

自分に残され��間�どう過ごし何�し�い�か、

�後、成し遂げるべき�題�何か、自身に問い�め

る事�必要である。

　��、ここ � 年、定年後�人生��切り直し�す��、ここ � 年、定年後�人生��切り直し�す

べく�下調べ�してき��、改めて�定年後��界

�複雑さと多�性��実感し�。

　多�独善的な�分もあろう�、�団塊����し多�独善的な�分もあろう�、�団塊����し

り�として、経験��紹介し�い。参考になれ�幸

いである。

2.  定年後の処世法の模索
　一般��ラリ�マンで��定年後�生��自�度�一般��ラリ�マンで��定年後�生��自�度�

�現���に比べ格段に増大し、�れ�れしい気分

�体験するように思われている。

　しかし、�業で最大公約数的な�ラリ�マン人生しかし、�業で最大公約数的な�ラリ�マン人生

�淡々と送�てき�多く�定年退職者に��自�な

生き方��思い�ほか煩わしい。急に、�主体的に

生きても良い�と言われても、そ�方法�分からず

�現実�壁�にぶつかり、�単に挫折してしまう人

も多い。

　それ�、��中で�いならされ�小��、��外それ�、��中で�いならされ�小��、��外

に放�れる光景と似ている。外�自�に憧れ、��

扉�開くと勢い勇んで外に飛�立�ても森�中�自

然�分からず餌�採り方すら分からない。天敵や災

�に成す�もなく打ち�めされ疲弊する。そ�結果、

�狭い�安楽な元����周り�ウ�ウ�と羽��

いている。

　��社�辞め�ら�イクで��一周だ�������社�辞め�ら�イクで��一周だ�����

定年���る�年�から計画��て、乗用車ほど�

値�張る大型�イク�購入して�年�で��道から

���回��。しかし、��、そ�後、次�目標�

見出せず自堕落な生��と入�てい��。こ�人�

生き方��典型的な現実逃避型処�法�で余り�成

できない。

　�定年後�生�ス�イ��多�性��団塊����定年後�生�ス�イ��多�性��団塊���

で急に始ま��事で�ない。自分で人生計画�編み

出さなくとも�先人�葛藤��多く�教�てくれて

いる。それ�探ると�新�な生き方��朧気に見�

てくる。

１）快楽主義と禁欲主義
　定年後�処�法���楽主義�と�禁欲主義��

同�する。死�遠方に見据�ていることに変り�な

い�、そこに到達するプ��ス�全く異なり、��

�自�度�非常に高い。

　�定年後��まで育ててき�果実�収�期であり、�定年後��まで育ててき�果実�収�期であり、

十分味わ�て楽しもう��余生�そう�くない、楽

しめる内に遊んでおこう�とい��生き方��楽主

義的生き方であり、�井�西鶴張り�放蕩生��や�週

４回�ゴ�フ三昧��こ��イプである。

　一方、�死まで��間��られている。なるべく一方、�死まで��間��られている。なるべく

�に�立つ形で有効に生き�い。それ�考��ら寝

る�間も惜しいし、遊ぶ暇などない�と、自ら�律

しな�ら禁欲的に生きることで充実感�感じる�イ

プ�禁欲主義的生き方である。

　こ�ような人で��献身的努力による社�貢献�こ�ような人で��献身的努力による社�貢献�

や�先人�達し得なか��偉業�達成��生涯目標

であり、��中で偉人と言われる人�多く�こ��

イプ���している。

　��適当で�ないかもしれない�、�死���自��適当で�ないかもしれない�、�死���自

分�死期�認識し�途端、修業僧�ような�律ある

精神界に身�投じ�り、研�澄まされ�感性�構築

し、素�らしい芸��品�生む�等もこ��界�出

来事である。

　我々�人�、そ�中間で�適度に楽しみ��社�我々�人�、そ�中間で�適度に楽しみ��社�

にも恩返し��組合せ��ぶ人�多いようである�、

技術士（建設部門）博士（工学）土木学会特別上級技術者
（株）復建技術コンサルタント　技師長

寄　稿

渡辺　豊彦

定年後の過ごし方の摸索
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ど�ような方向��ぶか��当人�判断領域�であ

り他人�詮�する話で�ない。

２）健康を構成する３要素と欲求の階層性
　定年後�充実させる為に�、��康であり欲求�定年後�充実させる為に�、��康であり欲求�

満�す事��必須事項である。�WH� ��康�定義�

�持ち出すまでもなく、��康と�精神的にも肉体

的にも社�的にも良�な���であり、人間�ック

数値�優等生だけで�ない。

　�人生 �� 歳�に��命化�進んでいる�、足腰��人生 �� 歳�に��命化�進んでいる�、足腰�

し�かりし旨いも���味しく食べられ新しい事に

も意欲�持�て立ち向か�る�3 要素��ランスし

��康な期間��余り�く�ない。定年後�漫然と

過ごす�でなく大事に使い�いも�である。

　精神的�康�維持する�めに��人�何�求めて精神的�康�維持する�めに��人�何�求めて

生きるか���欲望�構���理解し、そ�充足度

�高める事�間�い無いと思う。

　マズ�� (����-��7�� 米国 ) �心理学に�人間マズ�� (����-��7�� 米国 ) �心理学に�人間

�欲求�階層性�という言葉�ある。�人間に�生

得的･�能的な基�的欲求�階層的に存在し、それ

ら�認識して適度に満�せ�人間�停滞することな

く成�し、心理的にますます�康となる。�と言う

も�である。定年後�新�な精神環境にいる我々に

と�て、幾つか�示唆に富む�分��あると思われ

る�で紹介し�い。

　欲求で一�低位�ベ�シック�な欲求��食欲、欲求で一�低位�ベ�シック�な欲求��食欲、

水�気、性欲�と言���生理的欲求�で、そ�上

��安全と安定�求める欲求�である。さらに��

れに所属し�い欲求��承認され�い欲求�と�く。

　これら 4 つ��必要�満�し�い欲求�と言う意これら 4 つ��必要�満�し�い欲求�と言う意

味で��乏欲求�と呼ぶ。

　これ��ラリ�マン組�に当て�めると、�生�これ��ラリ�マン組�に当て�めると、�生�

給�求めること��生理的欲求で、�歩合給で無く

定�固定給�求める事���安定�求める欲求���

律ある�社組�に属し�い欲求����れに属し�

い欲求�、さらに�そ�中でしかるべき�職に付き

�い欲求��承認欲と表現されよう。

　�乏欲求�上位で人間にと�て最大�欲求��自�乏欲求�上位で人間にと�て最大�欲求��自

己実現�欲求�であり、人間として�成�に�かせ

ない事柄と言う意味�含めて�成�欲求�と呼�れ

ている。

　�成�欲求���実現する欲求�質��問題にして�成�欲求���実現する欲求�質��問題にして

自己実現�図るも�であり、質として��真理、�、

正義、倫理･公徳性�等�ある。

　こ�ように�欲求、欲望��ランスよく��るここ�ように�欲求、欲望��ランスよく��るこ

とで成�し、成�する事でより大きな満足感、やり

�い�見出していく。こ�こと�年�に関�なく、

全て�人に通じる事である�とマズ���言�てい

る。

　いかにもアメリカ的で�明�な�りきり�である。いかにもアメリカ的で�明�な�りきり�である。

　定年後�生�で自分�やろうとしていること�ど定年後�生�で自分�やろうとしていること�ど

こに位置することな�かチェックしてみると良いと

思う。欲望�序列に従��取����していれ�、

それほど無理�生じず、余分なストレスもない�ず

である。

　�絵画��ク�に参加�し�コンテストで上位���絵画��ク�に参加�し�コンテストで上位��

い��入賞�品�福祉��に寄贈�して満ち足り�も

��感じる。こ�一連�行為に���れに属す��承

認される��自己実現��階層的欲求��ランスよく

含まれている。これ��ける�り精神的�康�維持

され、人間�成�し�けると言う�である。

　しかし、現実�問題�マズ���理論で�付けらしかし、現実�問題�マズ���理論で�付けら

れるほど単純で�ない。�生�病死���と�通り人

��でも加�と共に肉体的���増大する。�血圧･

血糖値�で�康管理し境界値�越せ�涙ぐましい努

力�して数字�維持�図る。

　こ�ような��で��承認欲�や�自己実現欲�こ�ような��で��承認欲�や�自己実現欲�

��単に棄却され��生きする�と言���最下位

階層�生理的欲求�充足��最大かつ唯一�目標と

な�てしまう。

　も�とも、そ�目標達成��め�プ��スで�自も�とも、そ�目標達成��め�プ��スで�自

己管理��徹底し、�則正しい生��送りな�ら ｢

肉体的�康と自ら�欲望 ｣ �コント� - �しな�ら

�克己的精神���領域�に身�置け�、�生理的欲求�

��自己実現�欲求�まで�華される事になるとも

言�よう。

　�康�著しく�して、死期�意識しているような�康�著しく�して、死期�意識しているような

芸�家�渾身�生命力でライフ� - クに挑む姿�共

鳴する�分�ある�、｢ 生理的な欲求充足 ｣ �面で

ムリな�分も多く、���維持に�かなり�ストレ

ス�発生すると思われる。

　しかし、当人にしてみれ�、��常者�到達し�なしかし、当人にしてみれ�、��常者�到達し�な
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い死生観�によ�て自ら�コント���しな�ら、

｢ 非常に充実し�精神�界 ｣ �体験している�かも

しれない。

　定年後、周�と交わらず��生��しな�らコ�定年後、周�と交わらず��生��しな�らコ�

コ�と趣味�創���に入る人も見受けられる。�

示�応�や販売目的など全く無い。

　こ�ような人々�、そ�生き方で満足感�得ていこ�ような人々�、そ�生き方で満足感�得てい

れ��マズ������枠外�人々である。他人�

とやかく言う話で�ない。

　�まで�べ�ように、�人�欲求�構��現実��まで�べ�ように、�人�欲求�構��現実�

形��マズ����で��明できないも�と生臭い

も�である。�生�病死�摂理��家族関�や社��

交�関���経済的問題�等��逃れられない現実

�し�らみ�である。

　�死�見通して現実�生 ( せい ) �如何に生きるべ�死�見通して現実�生 ( せい ) �如何に生きるべ

きか？�とい��命題について多く�宗教�解�摸

�し�けている�唯一解�存在しない。�解�摸�

している現実�生き��こそ、�生そ�も��であ

る�だから。

３）至高体験の創出
　再�、マズ�-�単純明�な処�論に�る。次���再�、マズ�-�単純明�な処�論に�る。次���

高体験�重要性��話�紹介し�い。

　��人生にも一生�れられない�ク�クする感���人生にも一生�れられない�ク�クする感�

体験�あるも�である。�受験合格���事�成功�

�ように�間��け�り上げる達成感。�ゴ�フ�り上げる達成感。�ゴ�フ�上げる達成感。�ゴ�フ�

ホ��イン�ン�や�山頂で彩雲に彩られ�御来光

に出�う�と言��、突然体験する感�体験もある。

　これら�マズ�����高体験�と呼�、�人生これら�マズ�����高体験�と呼�、�人生

�豊かにする上で重要なアク�ントとなる体験�と

言�ている。

　��高体験��受身��勢で�然出�うこともあ��高体験��受身��勢で�然出�うこともあ

る�、自ら��体験できる���に�導すれ��体

験�確���高くなる。コ�コ�精進して�偉業�

�達成する。

　そ�偉業��趣味��界�でも�社�貢献�でもそ�偉業��趣味��界�でも�社�貢献�でも

構わない。ま�、�個人的で一般社�から認められ

なくとも、当人�満足するも�であれ�十分、偉業

である。�と言う。

　定年後�淡々と過ごす�でなく、�一�、頑張れ定年後�淡々と過ごす�でなく、�一�、頑張れ

�出来そうな�題�達成��目指すことで��高体

験���単に手に入れること�出来る。

　それ�意識して人生計画することで、現�引退後それ�意識して人生計画することで、現�引退後

�人生�、俄然、豊かになるし、明�な目標に向か�

ている姿�輝いている。

　��ーキン�･ハイ�という言葉�ある。�引退後、��ーキン�･ハイ�という言葉�ある。�引退後、

元気だから働く�で�なく、働くから元気となる�

とい��話である。これ��働くこと��高体験と

な��人�に当て�まる表現である。�働くこと�

苦痛�人�で�、中々、�ハイな心理���に�な

れない。

　引退後�再�職で��まで��業経験��かして�引退後�再�職で��まで��業経験��かして�

と�社から嘱望される人�いる。こ�場合��業経

験と��培��人脈��開�と言う�、実��裏�

業�調�業務��ことも多い。倫理的に後ろめ�さ

�持�ていれ���高体験とならずハイな気分に�

なれない�と思う。

3.  付録：フィ－ルド検索の結果報告
　定年後��躍フィー���求めて、色々��し幾定年後��躍フィー���求めて、色々��し幾ー���求めて、色々��し幾���求めて、色々��し幾

つか�ことに気付い��で紹介し�い。

１）民間集団への参加について
　��中に�社�貢献�御旗にし� NP� 等�民間

団体�数多くある�、弱小��で�力量不足で��

運��右�左�しているも�も多い。

　��実������立趣旨から�れ�派�論議���実������立趣旨から�れ�派�論議�

に終始し�り、｢ �計処理�杜撰 ｣ で���身銭�

切�て補填�合化し�話も聞い�。こ�ような�に

�余り�づかない方�よい。

　もし、民間団体に参加するなら、���趣旨��約�もし、民間団体に参加するなら、���趣旨��約�

�計処理�等に妥当性�透明性�あり���ある組

��良いと思う。�手�り�苦渋�克服し���感

����ないかもしれない�、メン���常識人�

多く参加すれ�一定�満足感�保�されよう。

　ボランティア事業として高�な理念で事業�立ちボランティア事業として高�な理念で事業�立ち

上げても、�プ��ス�杜撰で挫折する��もある。

　��で���エコ商品�販売収益で運�するビジ��で���エコ商品�販売収益で運�するビジ

ネスモデ���考案して始め�事業も、目論見�甘

く�売り�い商品��全く売れず事務経費さ�捻出

できず頓挫する�。

　退職後始め�事業で失�し�ら�回�きわめて難退職後始め�事業で失�し�ら�回�きわめて難
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しいし、自分�人生�否定することになりかねない。

�なくとも��そ�道���しない。

２）出前講座と技術の伝承
　小中校生�対象にし��出�講����総合学�小中校生�対象にし��出�講����総合学�

��間�に入れる計画�立案しても、総合学�で�

すでに � 年�から予定�決ま�ているし、中途�端

な内容で�受け付けられない。

　ま�、出�講���所や学�でも��く�画され、ま�、出�講���所や学�でも��く�画され、

既に買い手�学校側�有利�分�である。�供給側�

�思い�で運�される押�け講��当人�期待する

ほど感謝されないも�である。

　定年後再�職する人��機に�生き�い�確保�定年後再�職する人��機に�生き�い�確保�

と���伝承��言う人�多い。しかし、現�、特

に�年層に�、現��より多く�利益配分�得る為、

�再雇用者�存在そ�も��に否定的な人も多い。定

年到達者�����伝承��し�いなら現�中にや�

て置け�よい。

３）趣味の展開での品位
　定年後、�趣味�創�����自己�回�録��行定年後、�趣味�創�����自己�回�録��行

文等�編纂�に入る人も多い。すると、��� ｢ 自

己承認�欲求 ｣ �絵に描い�ように出現する。そ�

結果、��品���開�案内や�出版���知人に配

�する人�多い。

　そこで�まれ�何ら問題ない�だ�、�品�感�そこで�まれ�何ら問題ない�だ�、�品�感�

�求め�り、酷い人となると金銭的な要求�する輩

もいて全く閉�する。

　初めて描い�絵に�ける思い�大きく意見 ( �辞 )初めて描い�絵に�ける思い�大きく意見 ( �辞 )

�求める気持ち�理解できる�、所詮、初心者��

品であり言葉�ない。�品�に足�運ぶ����者

と�人間関���従来どおり継�させ�いだけであ

る。出席�得�事だけに謝意�表現すれ�良いと思

う。

　出版�にしても�不幸な生い立ち��病記�や�苦出版�にしても�不幸な生い立ち��病記�や�苦

労して収集し�文献�等、著者にと�て�重大事項

でよい事�山ほどあ�ても�者に��ど興味ないこよい事�山ほどあ�ても�者に��ど興味ないこい事�山ほどあ�ても�者に��ど興味ないこ

とも多い。

　一方的に送付して�後感�求め、まして��で一方的に送付して�後感�求め、まして��で

あ�ても金銭�要求�控�るべきである。

　�者��量�向上し�者�感�させるレベ�まで�者��量�向上し�者�感�させるレベ�まで

向上し�ら、送付先から心�こも��謝辞�届く。

そ��辞�社交辞令か�心か��別�、�単に出来

るだろう。品位�持つべきである。

４）社会人大学
　�まで期待�ずれ�現実�紹介してき��、うれ�まで期待�ずれ�現実�紹介してき��、うれ

しい誤算もある。そ�一つ���や大学主��公開

講��受講�である。身��大学で�学、�学、宗

教等�テ�マについて専門�大学教授�講義によ

り、� 回 � �間�5 回程度で � �目�終�する�だ�、

�まで未開拓分��知識に�れる��何とも楽しい

も�である。

　講�や受講生に���かご�中で付き合�てき�講�や受講生に���かご�中で付き合�てき�

人々�と�異なり、色々な面で調和しづらい人も多

い。そ��な人ともマナ��守�て付き合う事�大

切であると思う。

５）一年間の総括
　ここ � 年、定年後�処�法�摸�し�結果、予�ここ � 年、定年後�処�法�摸�し�結果、予�

通り�平�な結論�しか得られなか���、�将来�

方向性��大分狭ま��気�する。

　心身�康なうち�、�欲求�序列や�高体験��念心身�康なうち�、�欲求�序列や�高体験��念

�多�意識し��々��送れ�大きな狂い�ないと

思う。

　まず、�康第一で�則正しく生�して�ベース�まず、�康第一で�則正しく生�して�ベース�

維持��図る。ま�、外に出て幾つか�組�に加入

し��り�安心感��得る。そこで�、未経験分�得る。そこで�、未経験分�。そこで�、未経験分�

�人と交わることで多�ストレス�あると思う�、

あ�て聞き手に回り�い。

　趣味��界で��達成可能なチ�レンジ目標��趣味��界で��達成可能なチ�レンジ目標��

�定し、それに向か�て力まずに挑戦する。�や�て

楽しい事��しな�ら ｢ 社�貢献 ｣ できれ�一挙両

得である。
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 技術士ＣＰＤ・技術士研究・業績発表年次大会参加報告

   下水熱利用融雪システムに関する研究

 １．はじめに
　積雪�域で�雪�降ると、�夜から幹線�機械除

雪�始まり、朝�通勤�間��に�、�画���除

雪も完�している。しかしこれ�車道に���こと

で、歩道�こ��間�までに除雪されていること�

まずない。従�て、徒歩で通勤、通学する市民�、

車道に�み出して歩くことになる。

　融雪���、こうし�歩行者�疎外され����

打開し、冬季間に�適な歩行�間�提供するも�で

あり、これから��る�格的な高�社�に当��て

普及�進め�いシステムである。�、問題�ある。

�㎡当�り、�� 万円�い��コストと千円�い年

間運転経費�かかる。

　筆者�、�域エネ�ギー�熱源に�用し、融雪シ

ステム�コスト�ウン�図る手法�検討��けてお

り、これまで、下水処理水�用い�融雪システム、

病院廃熱�用い�融雪システム���してき�。

　�研究で�、下水道�汚水�熱�利用について試

験�行ない、複数�知見�得��で、��� CPD�

���研究�業績発表年次大�に報告し�も�であ

る。

２．融雪方式とその概要
　融雪に必要なエネ�ギー��域特性により異な

り、比較的雪��ない鶴岡市で��ね �3��� ㎡、

雪�多い米沢市などで� ����� ㎡以上必要とされ

る。融雪方式��定に�して�、�域特性�考慮す

ることに加�、�適性�向上�背景に増加している

排水性�透水性舗�など、舗�体�熱伝導��低下

にも配慮する必要�ある。

　融雪方式に�、舗�体内��放熱管に�水�通す

熱交換型�融雪方式、舗�体に電熱線�埋め込む方

式など�ある。こ�うち熱交換型に�、�下水�用

いるも�、ヒートポンプやボイラで加�するも�等

�あり、気象条件や�形、道�構�等�考慮し、最

適な方式�システム��定する必要�ある。融雪方

式��要�以下にまとめる。

（1）地下水方式
　�下水�揚水井よりくみ上げ、放熱管に通水し注

入井より�す方式である。運転に必要なエネ�ギー

��下水�輸送だけな�で、効��良い融雪方式で

ある。反面、注入井から��し�３�程度にしかな

らない場合�多く、他��下水利用����干渉や

�盤沈下�懸念される。

（2）ヒートポンプ方式
　冷媒蒸気�圧縮すると冷媒�高�高圧となる。こ

�熱�放熱管から��てくる熱媒体に渡し、融雪�

熱源とする方式である。熱源��度�任意に�定で

きること、天候に応じ��かな発停により運転経費

�軽減すること�できる。反面、�����大きい

�め比較的大きな用��必要とすること、�気�熱

源とする場合��音対策�講じる必要�ある。

（3）ボイラ方式
　ボイラによる�水�放熱管に通水する方式であ

る。��費��下水方式やヒートポンプ方式より安

価になる�、運転経費�高�になることや炭酸ガス

�排出することから、�年公共事業で採用される�

��ない。

（4）電熱方式
　��費��下水方式� 5 �強と最も安価である�

運転経費� �、6 倍になる。坂道や橋梁など局所的

に使われる��多い。なお、舗�体に高い熱�加�

ること�できることから、��道で�採用��多い。

（5）その他の方式
　そ�他�年開発され�融雪方式に�、�熱�用い

る方式や、電磁波�用いる方式など�ある。

Research on sewage heat utilization melting snow system

有 地 裕 之
技術士（上下水道部門）
鶴岡市 建設部 都市計画課　都市計画主査

技術漫歩
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３．熱源利用によるコストダウン

　多�な融雪方式�ある中、�研究で�ヒートポン

プ方式に�目し�。な�なら、ヒートポンプ�熱�

汲み上げるポンプである�で、図�に示すように、

熱源�用い�度差�縮減することで、圧縮機�力�

小さくすること�できるからである。筆者�過去に

��し�、病院廃熱�利用し�コスト縮減型�融雪

システムで�、 ヒートポンプ単体で ��%、融雪�

��事費全体で ��% �コスト�ウン�達成し�。

　そ��要�次�とおりである。

　融雪に必要な加熱能力� 3���� である。�気�

熱源とするヒートポンプで�、平均�度 -5℃��

気�熱源に、��℃までヒートアップする�に ����

�圧縮機�必要になる。ところ�、�.5℃�病院排

水�熱交換器に引き込み、ヒートポンプ�冷媒と熱

交換することで、55�� �圧縮機に小型化すること

�でき�。�気熱源と廃熱利用�融雪システム�コ

スト比較�表 � にまとめる。

４．下水熱利用の利点と課題
　�研究で�第 � 段階として、下水熱利用融雪

システム�コスト�試算し�。必要な加熱能力�

75����融雪面積約 5,��� ㎡�に�定し、平気�

度 �3℃�汚水�利用すること�試算�条件とし�。

　�気熱源ヒートポンプでこ�エネ�ギー�賄う

に� 3 基計 �6��� �圧縮�力�必要である�に対

し、下水熱�採熱すると ����� �圧縮�力 � 基で

賄うこと�できる。そ�結果、ヒートポンプ単体で

�5%、�事費ベースで ��% �コスト縮減�可能に

なる。�事費� � ㎡当�り 5 万円程度となり、通

常目安とされる�事費、 � ㎡当�り 7 ～ � 万円と比

較するとおよそ 3 ��コスト�ウン�見込まれる。

�事費ベースで�縮減��病院排熱に比べ大きい�

�、ヒートポンプ�台数削減によるも�である。ま

�運転経費�試算すると、�気熱源ヒートポンプに

対し �3%、�下水方式に対しおよそ 3 ��コスト

�ウン�見込まれる。�気熱源と下水熱利用�融雪

システム�コスト比較�表 � にまとめる。

　熱源とヒートポンプ�冷媒と�熱交換に�、通常

シェ�アン�チュー�熱交換器�用いられる。シェ

�アン�チュー�熱交換器�、チュー���管�内

�液体とチュー��覆うシェ�内�液体と�熱交換

する構�で、チュー���数�多く、シェ��大き

くすることで効��高い熱交換�できる。しかし、

下水�使う場合�、汚水�チュー�内に引き込む�

め、夾雑�による���発生する。夾雑�と�、髪

�毛、�、溶け�有機�などであり、これら�チュー

�内�壁面に付�すると熱交換効��低下する�か

りでなく、チュー��閉塞する恐れ�ある。

　そこで�研究で�第 � 段階として、汚水に��せ

ずに下水熱�採熱する新しい熱交換方式�考案し、

採熱試験�実�し�。

５．ウォータージャ�ット方式の採熱試験
　下水管�圧送管��外側�配管で覆う新方式�熱

交換システムフ�ー�図 � に、各採熱ユニット�図

3 ～ 5 に示す。なお、こ�採熱方式�ウォー�ージ�

�ット方式�以下��J 方式��と呼ぶことにし�。

�気熱源 廃熱利用

圧縮機�力���� �� 55 

熱源���事費 ( 千円� 53,6�� 4�,��� 

��費合計�千円� ��5,��� �66,���

電気料金 ( 千円� �,5�� �57 

�気熱源 下水熱利用

圧縮機�力���� �6� ��� 

熱源���事費 ( 千円� ���,5�� �7,���

��費合計�千円� �73,�33 �4�,7��

電気料金 ( 千円� �,��6 �,6�4 

図��廃熱利用による�度差�縮減

表 �　廃熱利用と�比較

表 �　下水熱利用と�比較
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　�ンク内��ライン ( 不凍液 ) �所定��度に保

ち、送水ポンプで各採熱ユニットに送る。各採熱ユ

ニットに�流量計、�度�ン���置し、これら�

値�常�計測することにより性能�評価し�。

　採熱ユニット�、�安価に採熱できる�脂管構�

� XU- Ⅰ、 �高い採熱量�得られる銅管構�� XU-

Ⅱ、 � XU- Ⅱに保���巻き�て� XU- Ⅲ� 3 種

�採熱ユニット�用い比較実験�行��。各採熱ユ

ニット��ク�イ�鋳鉄管�単位�である 5.5� �

基準とし�。

　実験結果�次�とおりであ��。

計測期間中����7���� ～ 3��6��主要条件にお

ける採熱量�平均値�図 6 に示す。

　試験結果から、XU- Ⅰに比べ XU- Ⅱ、Ⅲ� � 倍

程度�採熱量�得られ�。ま�、� ユニットあ�り

��ライン流量�増加させることにより採熱量�向

上し、送り�度�下げることにより採熱量�さらに

向上すること�確認でき�。

　下水�期間平均�度� �4.3℃であ����度�高

い�最高：�6.�℃���下水道管�表面�度も高く

なる�め 4,6��� �採熱量�得られ�。

XU- Ⅰ�製�費用� XU- Ⅲ� ��5 に満�ない�、

採熱量� ��� 程度であ��。

　熱源である汚水送水管�、送水と停��繰り返し

ており、停��間中�採熱量�低下し�。

図３�ＸＵ�Ⅰ

図２�採熱試験システムフ�ー

図４�ＸＵ�Ⅱ

図��ＸＵ�Ⅲ

図６�採熱量平均値
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６．まとめ
　下水道�汚水�冬季間でも水� �4℃付�にあり、

こ�うち�約 �℃に相当する熱�融雪に利用できる。

シェ�アン�チュー�熱交換器�用いれ�、理論値

に極めて�い熱量�採熱すること�でき、5,��� ㎡

�融雪すると仮定すると、下水熱�利用しない場合

に比べ、ヒートポンプ�圧縮�力� 3 �縮減するこ

と�できる。そ�結果、��費ベースで ��％、運

転経費で �3％�コスト�ウン�可能であると試算

でき�。

　しかし、シェ�アン�チュー�熱交換器�、汚水

�チュー�内に引き込む�め徹底し�夾雑�対策�

必要であり、そ�メンテナンスに要する費用�別途

必要になる。メンテナンス費用�詳�に検討してな

い�、スクリーン、除塵機、自�洗��置��置と

点検など�人�配置等�考慮すると、熱�利用する

コスト�ウン�相殺するも�と考�られる。

　そこで、メンテナンス�全く必要ない採熱方式と

して、下水管�外側に採熱管�巻きつけるウォー

�ージ��ット方式�考案し、異なる３�イプ�

ウォー�ージ��ットによる採熱試験�実�し�。

採熱試験により確認され�事実�まとめる。

�　WJ 方式による汚水圧送管から�採熱�可能で
　　ある。
�　最大採熱量�採熱管 �� 当�り �36�、平均採
　　熱量� 636� であ��。
　　シェ�アン�チュー�方式による採熱量である
　　633�� �採熱するに�、���� 程度�採熱距
　　��必要になる。
　　　採熱距��現実的な ���� と仮定すると、
　　WJ 方式�シェ�アン�チュー�方式� �3%
　　�採熱量となる。
�　下水道�存在しない�中から�採熱量� 3��　
　�� 程度であり、WJ 方式による採熱量�そ�
　　�� 倍�超�ること�確認され�。
�　�脂管�用い� XU- Ⅰ�、製�費用� XU- Ⅲ
　　� ��5 である�に対して採熱量� ��� と、費
　　用対効果�優れていること�確認され�。
⑤　最大採熱量と最小採熱量�差�、汚水�送水停
　　���因であり、下水道���計画値に達し、
　　常�送水�行なわれている管き�から採熱すれ
　　�、そ�差�小さくなる。

７．今後の展望
　下水道�浸水�除と汚水�輸送�処理�そ�使命
としている事業である�、下水�持つ熱�都市内で
有効利用すること�、��環境�視点からも重要で
あると考�られる。
　汚水�熱�有効利用する場合�、夾雑�対策�必
要になる�、�研究で考案し� WJ 方式�ように、
ライフラインでもある下水道に�直�手�ふれず、
外側から手�かざす方式であれ�、夾雑�対策�不
要となり、システムとして安価になる可能性�ある。
特に、あらかじめ下水熱�有効利用�考慮し�、採
熱�置�付属し�管き��製�し、下水道�更新�
�に必要な�域に�順次入れ替��行な��、下水
熱�利用するコストも低く��られること�考�ら
れる。

８．おわりに
　�研究�、鶴岡市�、�団法人�域総合���団

�通称�ふるさと�団���助成�受け、�画�運�
し�事業である。研究に当��て�、鶴岡�業高等
専門学校、国�交通省国���政策総合研究所下水
道研究�、株式�社��製�所、���下水開発株
式�社と鶴岡市�共同研究として実�し�。
　それぞれ�知識、スキ�、人�、機�等�持ち寄り、
研究�議で��発な議論�下に試行錯誤�重ねな�
ら取り組んだ研究であること�記し、研究に参加さ
れ�方々に心から感謝�申し上げる次第である。

　　問合わせ先：鶴岡市���都市計画�
　　    〒 ��7-�6��　鶴岡市馬場町 � � �5
　　　　　　　　TEL　��35-�5-����
　        E-�a��　a���h�@����、�������a、�a�a�a�a、��

平成 20 年 � 月 � 日第 46 号号



平成 20 年 � 月 � 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 46 号

ー �� ー�� ーー

平成 20 年 � 月 � 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 46 号

　平成 �� 年 �� � �� ��水�に、仙台市において平成 �� 年 �� � �� ��水�に、仙台市において
�第 �� 回��３�����交流研修���開�され
まし�。�研修��平成 �� 年������最初で、
�陸��、��道���順で開�されてきまし�。
�年�３回り目となる第 �� 回�開�でし�。
　開�にあ�り、平成 �� 年 6 �に ( 社 ) ����開�にあ�り、平成 �� 年 6 �に ( 社 ) ����
��第 �� ���に�任され�高橋修氏�来賓とし
てお招きし、�����あり方、���に望まれる
などについてお話�して頂きまし�。特に、���
����充実��めに����増大��題であり、
外���情報発信や、産学官で����取得推進�
通じて、��拡大�目指し�いと�抱負��られま
し�。

　ま�、��道��から��藤有����以下 7 名、ま�、��道��から��藤有����以下 7 名、
�陸��から�中山���以下 � 名�参加�い�だ
きまし�。
　研修��� ��� 名�参加者�お集まりい�だき、研修��� ��� 名�参加者�お集まりい�だき、
熱心に聴講してい�だきまし�。�だし、質疑応�
��間�十分にとれず、聴講者���に�、フラス
トレーション�残��研修�とな��こと�申し訳
なく思�ています。
■研修会プログラム■
　来賓挨拶�社���������　高橋修 氏来賓挨拶�社���������　高橋修 氏
各����報告���道、�陸、���

【研究・事例発表】
( 北陸支部 )
○新潟�中越��震 ―水道�被�と復旧―

　　　　　　　　新潟市水道局　大��幹 氏新潟市水道局　大��幹 氏
○最���震被��特徴について
―中越�能登�島�中越��震被��中心にして―

応用�質�株�新潟�店　小�寺功 氏
（北海道支部）
○ザリガニ保全と環境教育

�株�開発��社　平田昌克 氏
○循環型��道�目指して ( 有機質廃棄��循環 )

池田�房�業�株�　永瀬次郎 氏
（東北支部）
○���方における�域ＩＴＳ�取り組み

( 株 ) 復���コン���ント　大木高志 氏
○観光政策促進に資するソーシ��マー�ティン�
　手法手法

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ( 株 ) ���社　古�隆 氏

【発表要旨】
○新潟県中越沖地震 　�水道の��と���　�水道の��と����水道の��と���

新潟市水道局　大沼博幹 氏
　‘�7 年 7 � �6 �に発生し�新潟�中越��震に
より被��受け�柏崎市�水道被�と復旧について
報告され�。水道管�被災�� �、65 件 ��� と�、65 件 ��� と�65 件 ��� と�

催事報告

第 10 回　北東 3 支部技術士交流研修会
日時；平成１９年１１月２１日（水）
場所；ＫＫＲホテル仙台（仙台市青葉区錦町１－８１７）

東北支部活動報告

写真 �　高橋修��から�来賓挨拶

写真２　満席とな���場
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神淡�大震災�神戸市より高か��。マスコミに
よ�て復旧�遅れ�報道される中、� 週間で完全復
旧すること�でき�。
　教�として、紙による全体管�図�必須、既�管教�として、紙による全体管�図�必須、既�管
��耐震化�必要性、大��応援対策�受入れ体制
�確立など�上げられる。

○最近の地震��の特徴について�中越・能登半島・
中越沖地震��を中心にして�

応用地質（株）新潟支店　小野寺功 氏
　�陸���繰り返し襲��中越�能登�島�中越
��震における被�について、斜面��、液�化な
ど��盤変�����中心に、災�直後�各種写真
�使用して報告され�。
　道����で�被��比較的早期�応急復旧�な
され��、築年数�古い住宅で�被災�目立ち、宅
��耐震化��題である。

○ザリガニ保全と環境教育
（株）開発工営社　平田昌克 氏

　��道全域�平��でよく見られ�ニホンザリガ��道全域�平��でよく見られ�ニホンザリガ
ニ���固有種である�、開発行為による生息適�
�減�から、絶滅�危惧されるに���。こ��め、
農�開発�道�や�����事業に絡み、保全�求
められて、�々な対策�実�されている�、効果�
希薄である。ま�、特定外来種に指定され�ウチ�
ザリガニによる在来種��影響�心配される。
　�回�、小学生ら�対象とし�環境教育�実践と、�回�、小学生ら�対象とし�環境教育�実践と、
全道�縦断し��報��と合わせ�外来種駆除事
�、及��域住民�自然保護団体と協調して、��
事業�進め�事��紹介され�。

○循環型北海道を目指して ( 有機質廃棄物の循環 )
　　池田暖房工業（株）　永瀬次郎 氏

　�重な自然環境�次��に引き継ぐに�、循環型�重な自然環境�次��に引き継ぐに�、循環型
社��構築�必要である�、それ�実現する�め�
社�システム����十分で�ない。��道におけ
る循環資源�中から有機質廃棄�にスポット�当
て、資源循環システム�構築する�め��題と将来
�望についてまとめ�。一次産業系廃棄��主体�
�方型、��ち�生��中から排出される廃棄��
主体�都市型に�分し、最��事���り交��報
告�なされ�。

○東北地方における地域ＩＴＳの取り組み
( 株 ) �建技術コンサルタント　大木高志 氏

　つるナビ�プ�ジェクトと�、雪��域におけつるナビ�プ�ジェクトと�、雪��域におけ
る�面�凍結�圧雪���ABS ���等��車両
に取り付け��ン�ーによ�て感知し、デー��ン
�ーで分析し�結果�リア��イムで情報提供する
システムである。現在��田市で試験的に運用され
ている�、�後�実験車両�拡大、情報�共有��
用�見直し�図り、実用化�目指している。

○観光政策促進に資するソーシャルマー�ティング手法
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ( 株 ) 東北支社　古川隆 氏

　“社�的関�づくり”�重視し�ソーシ��マー
�ティン��観光政策にあて�め、�域�ラン�戦
略�重要性や、そ��め�多�なアプ�ーチ手法に
ついて、��道�瑛町、岩手�遠�市、山形�金山
町�事�として報告されまし�。
　��道�雄大な�景写真�とても印象的な発表で
し�。

　研修�終�後�交流�に�、5� 名�参加�あり、研修�終�後�交流�に�、5� 名�参加�あり、
そ�中で宮城������吉田康彦�表幹事より�
陸��中山輝也����叙勲�旭�双光章��ご紹
介�ありまし�。
　ま�、�� 3 ��交流研修��発案者である根�ま�、�� 3 ��交流研修��発案者である根�
��問からご挨拶�あり、�後も継�して発�させ
るよう励まし�お言葉�頂きまし�。

�ＣＰＤ���　橋�　記�

写真 3　中山���と吉田�表幹事
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　東アジア�人類�幸せ�ために、環境保全と日韓技術士�役割

2007 年日韓技術士交流会参加報告

催事報告

分��です�で、各自�専攻分�以外�方�聞いて

も理解しやすいプレゼンテーションになると益々意

見交換�スムーズになり、有効な分��になると思

います。

　

　発表で�、�回��韓�議�テーマである�アジア

人類�幸せ��めに、環境保全と�韓�������

に�うも�もありまし�。��高�化における化学

���貢献策、FTAにおける���ービス�相�認

�問題、����化����め�方策検討など�、

非常に感銘�受け�も�でし�。

4.  晩餐会報告

　�韓あわせて約２�０名以上�一同に�して�晩

餐�でし�。席次��韓双方ア�ファベット順に�

り振られ、各テー��に�韓������々で�席

し、各自�専門分��超��意見交換�できまし�。

　��、ソウ�都市高速交通 (SMRT)、韓国鉄道公

社 (K�RAIL)、電力コン���ントから�韓国側�

��と席�共にし、韓国と���インフラ���相

�点やそ�根�となる法���有無などについて意

1.  はじめに
　���韓���交流�に参加する以��、ど�よ

うな����開されている�か全く知らなか��し、

それどころかど�ような組�な�かすら正確に把握

していませんでし�。

2.サッカー大会報告
　��初�参加でし��、交流戦 3�分× ����

ゲームに�参加できず、オプションで実�され� ��

分ゲームに参加できまし�。

　というも�、開����まで誤���場案内�配

�されておりまし�。開�案内で�、�ソウ�体育高

校�ッカー場�とあり、当�現場に直行しまし��、

大�関�者�一人もおらず閑散とし���でし�。

同校�教頭先生に尋ね�ところ、����主���ッ

カー大��使用申請�一切されておらず、初耳と�

ことでし�。　

　����明すると、教頭先生から直々に韓国��

��にご連絡�取�て頂き何とか�場�到�するこ

と�できまし�。�手����お情けで、交流戦�

終��あとな�に、���めにオプションゲーム�

開いて頂きまし�。誠に有難うございまし�。

　次回よりこ�ような連絡不行き届き�ないように

お願いします。

3. 分科会報告
　分���も初参加でし�。��、第 5分���英�

討論�に参加しまし�。発表者��韓共々３名ずつ

でし�。��側�化学�門から２名、応用理学�門

から�名で、韓国側�金属�料�門、�築構�･�築

���門、車両��� 門�方�発表されまし�。

　全体的に、�々専門的過�る傾向�ありまし�。

英�討論�目的とし、�々な��分��方�集まる

日時；平成１９年　９月３０日～１０月２日
場所；オリンピックパークテル（韓国ソウル市）

写真�　シンポジウム����全体��
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見交換�しまし�。韓国も��と同�に縦�り社�

だそうです�、�年�組��横断化�進めている�

�です。�渓�プジェクト�成功や、計画中�漢江

�ネッ�ンスプ�ジェクトなど�横断的な組�構成

�実現している�であると感じまし�。

　�������ほか、韓国����事務局�方々

とも交流��めること�できまし�。なかでも、金

京洙氏と李良雨氏と�非常に話�合い�々な情報交

換�でき実りある�間�過ごすこと�できまし�。

御両名と�、来年新潟で再�できること�期待して

います。

5、 おわりに

　�や韓国���と肩�並べるくらい���先進国

に成�しまし�。しかし、国�異なると、資金運用

方法、利用可能な�料･��資�･��機械�調達、

��者�能力およ�利用可能な����力�ほか、

根�的問題として法�や基準大きくことなること�

実感しまし�。これ�、�まで両国�培�てき�独

自�文化�相�に起因するも�だと考�ます。

　こ�ような条件�もとで、�韓両国�お�い�固

有�考�で経済���行い、相�強調�もと安定し

�社��築いてゆき、アジア諸国�リー�ーとして、

�隣�途上国にふさわしい�組みや制度��りだす

手助け�すること�重要だと思います。

　ま�、�後�、人間と生��共存できるような環

境�考慮し、人々�生��持�的に��、�適で魅

力あるインフラ���行うこと�、国�的に求めら

れていると感じます。

    〔���� (いであ株式�社���店 )　渡邊　記〕

写真２　�渓�復元後���

写真３　韓国����事務局�李良雨氏
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１．はじめに
　平成 ��年 5� �5������総�において発表

され�通り、�����平成 ��年度���計画�、

������他��� ､各����� ､他�組�団体

等と交流�連携�図る。ま�、共通��題討議 ､意見

交換およ�行事等�出来るだけ共��行う�に努め

る�と�基�方針�基に ､研修��中心に推進する

事としております。なお、具体的な��方針�、松

田泰�郎���他、新�に再任およ�改�され� �3

名���幹事による、年間�回開�される幹事�に

おいて検討されます。

２．活動概要
2.1 研修会・講演会事業
　さて平成 ��年度も�年�経過しまし��、���

末まで��������実績�次�通りです。

（1）第１回　講習会　

　　�講演��、5� �5����総���に開�さ

　れ�、����総�当�に実�され�も�です。

� ��：平成 ��年 5� �6��水�

　　　　��5：��～ �7：���

� 場所：ユアテック�社　３Ｆ�議�

� 議題：ＩＴＳ�めぐる最���向

　　　��界一安全な道�交通社���

� 講�：国�交通省道�局道�交通管理�

　　　　　　　　�ＩＴＳ推進��

　　　　��補佐　吉�　�一　氏

⑤参加者：��6名

⑥講演内容：社�経済全般にわ�るイノベーション

�変革��推進する我�国において、そ�重要な�

ー�となるＩＴＳに関する現�と�後��開につい

て、国として推進�担�ている吉�氏に公演�戴い

�も�であります。なお ､詳�について�、���

�ＩＴＳ研究��芝山�������幹事��、�誌

45号�������報告として関連記事�掲�して

おります�で ､ご参照下さい。

（２）第２回　講習会
　�講演��、�田�����と�共�により ､�

田市内で開�され�も�です。����から�、松

田���他３名�幹事�参加しまし�。

　ま� ､講演�終�後�講��浜岡先生や、�田�

�������と��親�も開�しまし�。

� ��：平成 ��年 �� �4��金�

　　　　��3：��～ �5：3��

� 場所：シ�インプラザ平安閣�田

� 議題：�域に適し�ＩＴＳ�現�と�望

� 講�：�田大学�学資源学��木環境�学�

　　　　　准教授　浜岡秀�　先生

⑤ 参加者：43名

　

⑥ 講演内容：ＩＴＳに関する最先端�研究�行�て

いる浜岡先生に、�田�内におけるＩＴＳ�現�と

�望について講演�戴きまし�。特に、積雪�にお

ける交通問題�解決策として�つるナビ��社�実験

と効果について�興味�そそられまし�。

平成１９年度 (前期 )建設部会活動報告

支部活動

写真―�　講演中�浜岡先生
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（3）第３回　講習会
　�講演��、山形�����と�共�およ�、山

形�、山形��コン���ント協��後援により ､

山形市内で開�され�も�です。�元�����他、

山形�庁や��高速道�㈱�職� ､コン���ント

�� ､ゼネコン等�多く参加されまし�。����

から�、松田���他４名�幹事�参加しまし�。

� ��：平成 ��年 ��� ������

　　　　��3：3�～ �6：3��

� 場所：山形�高度��研究開発�ン��

� 議題：魅力あるまちづくり�考�る

� 講�：◎�京大学教授　堀　繁　先生

　　　��性化��め�まち�魅力づくり�考�方�

　　　　◎山形��������　三森　和裕　氏

　　　��しい山形��景�目指して�

⑤ 参加者：���名

⑥ 公演内容：���、���都市�農山漁村��間

と景観�特徴や、公共�間 (公��道������岸�

港等 )�デザインに関して��詣��い ､�大教授�

堀先生に ､山形�内�じめ�外における研究実績�

基に具体的な事��紹介しな�ら、身振り手振り�

交�て熱心な講演�い�だきまし�。

　後��、森林環境教育プ��ラム�講� や森林

インストラク�ーとして��外体験�指導もされて

いる�元山形�三森氏から、山形��古き��から

現�に�るまで�自然や都市��景�遷り変り�通

じて、�後�まちづくりに関する考察�戴きまし�。

（4）第４回　講習会 (現場見学会 )

ガイアパラダイム　技 術 士 東 北

　�講���、電気電���およ�青森�����

と�共�により ､青森�六ヶ所村で開�され�も�

です。電気電���、�元�������参加され

まし�。����から�、現場�明�され�斎藤浩

幹事他、松田���等３名�幹事�参加しまし�。

� ��：平成 ��年 ��� 3���水�

　　　　��3：��～ �6：���

� 場所：�又�力開発㈱現場内�六ヶ所村�

� 名称：六ヶ所村�又�力発電所見学�

� �明：◎�又�力開発㈱　所�　坂林　　彰　氏

　　　　 ◎㈱ユアテック　　　   五十嵐　栄吉　氏

                       同　　　　　  　三浦　浩　氏　他

⑤ 参加者：��名

⑥ 見学内容：当�力発電�、新�に 34機��車��

置し、平滑化し�発電電力供給�可能にする�め ､

�界初�蓄電池���併�し�も�です。現場見学

に先立ち、現場事務所内において、�力発電システ

ムに関する、�車�体、�車基礎�、イン�ー�ー

�、ＮＡＳ電池 ､システム連系に関して��明�受

けまし�。現場に於いて�、�車�巨大さ�もとより、

蓄電��や制御���システム�斬新さに�目�見

張りまし�。

2.2　その他の活動
����で�、研修����性化に���相��親

睦も重要と�認識�基に、4�と���にゴ�フ愛��

も実�しております。　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　(����　瀬尾　記 )

写 真―２　　熱演中�堀先生
写真―３　　�車�巨大プ�ペラ��参加者
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 各技術部会�活動中間報告（年度途中�ため）

支部活動

電気電子部会活動報告

社（電気電子部会�活動中間報告）

報告日時；平成１９年　１１月２９日

はじめに
　電気電���においても、�年度６�に策定し�

CPD取得予定表に則り、以下�講���見学��実

�し、ま�年度内���計画している。

　��内���以外にも��災研究���参画してお

り、電気電�����表して守山幹事�、����

�災研究��幹事も務めている。�災研究���年

����、現在�ところ�震災対策����仙台���

�出�及�シンポジウム�開�に注力しており、そ

�実行���に参加し、����示にも協力し�。

　�年度������中間�報告�順に紹介する。

１．第１回研修会（５月２日：２件名）
　第�回�研修��、�年度���総��後、開�

され��図 � 電気電���総���　参照�。

　1.1「岩手県工業技術センターにおける ZnOプロ
　　　ジェクトへの取り組み」
　�間：�5��� ～ �6���

　場所：ユアテック 3階 C�議� (仙台市宮城�� )

　講�：�方独立行政法人 岩手��業���ン�ー

　電�機械���

 　　　　主任専門研究�　遠藤　治之　氏

　要旨：酸化亜鉛 (Z��)単結晶�開発と応用製品�

　研究開発、特に紫外線�ン��実用化に���経

　緯と�後��望について解�頂い��図 � Z��紫

　外線�ン�　外形　参照�。

1.2  「仙台市地下鉄東西線の概要」
　�間：�6��� ～ �7���

　場所：ユアテック 3階 C�議� (仙台市宮城�� )

　講�：仙台市交通局 �西線����������

　　　　　　　　      ��　　田�　良�　氏

　要旨：�下鉄�西線���に�る経緯、計画�要、

  �線�まちづくり、開業まで�ス�ジュー�や　

採用予定�車両について�特徴��明頂い��図 �

　車両と可�式ホーム柵�イメージ　及�　図 4 ト

　ンネ�断面積�比較　参照�。

 

 

図 � 電気電���総���

図 �　Z��紫外線�ン�　外形

図 3　車両と可�式ホーム柵�イメージ



ー 26 ー26 ーー

平成 20 年 � 月 � 日ガイアパラダイム　技 術 士 東 北第 46 号

２．第１回見学会（10月 31日）
　　�六ヶ所村�又�力発電所�����事��

　�要と����について

　�間：�3��� ～ �6���

　場所：�又�力発電所��構内 (青森�六ヶ所村 )

　　　　むつ小��港構内　　　(青森�六ヶ所村 )

　内容：発電システム及�����要���車�体�

　   基礎��イン�ー���ＮＡＳ電池��連系系統�

　　��明�受け、据付���視察し��図 5 �要

      �明聴講��　、図 6  ナ��搬入��　及�

　　図 7 NaS電池 (�、�����級 )× �7基　�置��

　　参照�。

３．第２回研修会（11月７日）
　�電気��分�における����化��対応と

　CASBEE�用戦略�

　　　　　　　　　�電気��学�主�に共��

　�間：�3�3� ～ �6�3�

　場所：ユアテック 3階 A�議� (仙台市宮城�� )

　講�：慶應義塾大学教授、���ステナ��ビ�

　　　　ディン�コンソーシアム総括幹事

 　　　　　　　　　　　伊香賀　俊治　氏

　要旨：CASBEE��要と����化��対応、国

　　　内外��用�����頂き、ま�、電気��

　　　分�� CASBEE�用戦略�解�頂い�。

４．本年度の今後の予定
　　第２回見学�

　��：平成２０年２�下旬

　場所：��電力㈱�店ビ� (エナジースクエア )

　内容：中�給電指令所、�下電気�、�調システ

　　　　ム等�視察

 

 

 

おわりに
　年間予定に�う形で順調に����開している。ま�、

見学�において、���門�青森�����と�連系�共

同開��や他団体�電気��学��と�研修�協�等�

実�し、コミュニ�ーションづくりも果�している。

　ご参加�ご協力頂い���方に感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　�電気電���　舟山　記�

図 4 トンネ�断面積�比較
図 5 �要�明聴講��

図 6ナ��搬入��

図 7 NaS電池 (�、�����級 )× �7基 据付��
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４． 技術サロン : ３回実施
　（1）第 1 回技術サロン（1）第 1 回技術サロン
　　�　� � 6 � �� ��金������ ～ ���3��　� � 6 � �� ��金������ ～ ���3�　� � 6 � �� ��金������ ～ ���3�� � 6 � �� ��金������ ～ ���3�
　　場　所 � 宮城�人��場　所 � 宮城�人��　所 � 宮城�人��所 � 宮城�人��
　�トンネ���事�―特に����補助�法―　�トンネ���事�―特に����補助�法―　　
　　�中�俊行����中�俊行���
　�応用理学�門�住み処にして～影�者から�切�応用理学�門�住み処にして～影�者から�切
　　る��者�～�守�資郎���る��者�～�守�資郎���
　（2）第 2 回技術サロン（2）第 2 回技術サロン
　　�　� � � � �� ��金������ ～ ���3��　� � � � �� ��金������ ～ ���3�　� � � � �� ��金������ ～ ���3�� � � � �� ��金������ ～ ���3�
　　場　所 � 宮城�人��場　所 � 宮城�人��　所 � 宮城�人��所 � 宮城�人��
　�� 静岡��震�災�ン�ー見学報告���隆彦���
　� 中越��震速報�正木光一氏�� 中越��震速報�正木光一氏�
　（3）第 3 回技術サロン（3）第 3 回技術サロン
　　�　� � �� � �� ��金������ ～ ���3��　� � �� � �� ��金������ ～ ���3�　� � �� � �� ��金������ ～ ���3�� � �� � �� ��金������ ～ ���3�
　　場　所 � 宮城�人��場　所 � 宮城�人��　所 � 宮城�人��所 � 宮城�人��
　�シミュレーションからみ�人間�行��シミュレーションからみ�人間�行�
　　　～人�うごき�予測する～��藤明���～人�うごき�予測する～��藤明���
　��ム�質解析�話題�中村光������ム�質解析�話題�中村光����
５． 地震防災 WG
　����議 � 回開� � � � � ��金�、�� � �� ��金�����議 � 回開� � � � � ��金�、�� � �� ��金�
　���出�講�：4 �場 5 回開����出�講�：4 �場 5 回開�
　�石巻住吉町 �� � �7 ����マイマップ�り�石巻住吉町 �� � �7 ����マイマップ�り
　　� � �4 ����マップ�りまとめ、�回�宮� � �4 ����マップ�りまとめ、�回�宮
　　城���震�体験��など。参加者 �6 人城���震�体験��など。参加者 �6 人
　�木町通市民�ン�ー � �� � � ��金�、参加者�木町通市民�ン�ー � �� � � ��金�、参加者
　　�� 人、�ン�ー主��安心安全講��中� ��� 人、�ン�ー主��安心安全講��中� �
　　 つとして�震�災について講演 つとして�震�災について講演
　����社�福祉協議�：�� � �� ��������社�福祉協議�：�� � �� ����
　　�� ～ �� �、社協�議�で講演。参加者 �5 名�� ～ �� �、社協�議�で講演。参加者 �5 名
　��西多賀小学校：�� � �5 ��木�、�西多賀��
　　��盤と事��災�参加者�約 ��� 人�教、��盤と事��災� 参加者�約 ��� 人�教、
　　PTA ��、PTA ��、町内���など�PTA ��、PTA ��、町内���など�
６． 役員会（幹事会）
　６回開�：4 � �3 � ( 金 )、5 � �� � ( 金 )、6 � � �、5 � �� � ( 金 )、6 � � �5 � �� � ( 金 )、6 � � �、6 � � �6 � � �
　( 金 )、� � �� � ( 金 )、� � �4 � ( 金 )、�� � �� � ( 金 )、� � �� � ( 金 )、� � �4 � ( 金 )、�� � �� � ( 金 )� � �� � ( 金 )、� � �4 � ( 金 )、�� � �� � ( 金 )、� � �4 � ( 金 )、�� � �� � ( 金 )� � �4 � ( 金 )、�� � �� � ( 金 )、�� � �� � ( 金 )�� � �� � ( 金 )
　　　　　　　　　　　　�応用理学��　�田　記��　�田　記��田　記�　記��

１． 平成 19 年度総会
　��：��：平成 �� 年 5 � �� ��金��5�3� ～ �7�3�
　場所：仙台市戦災復興記念�場所：仙台市戦災復興記念�
　�総�議事 �H�� 年度��報告��計報告、監査�総�議事 �H�� 年度��報告��計報告、監査
　　報告、H�� 年度��計画�予算など報告、H�� 年度��計画�予算など
　�特別講演 ��視点�変�て��化石�環境���特別講演 ��視点�変�て��化石�環境��
　災― 宮城教育大学 増田�一郎名�教授災― 宮城教育大学 増田�一郎名�教授
２． 平成 19 年度研修見学会
　共� � 岩手�����共� � 岩手�����
　テーマ � 植生���質からアプ�ーチするテーマ � 植生���質からアプ�ーチする
　�　�：平成 �� 年 �� � �3 �����　�：平成 �� 年 �� � �3 ����　�：平成 �� 年 �� � �3 �����：平成 �� 年 �� � �3 ����
　場　所：���場　所：���　所：���所：���
　案内者 � 高橋大等氏�岩手�植����案内者 � 高橋大等氏�岩手�植����
　参加者 � �4 人参加者 � �4 人

３．平成 19 年度研修会
　共　�：山形�����、��情報��共　�：山形�����、��情報��　�：山形�����、��情報���：山形�����、��情報��
　講　演：民族知�生かし��域�り�考�る講　演：民族知�生かし��域�り�考�る　演：民族知�生かし��域�り�考�る演：民族知�生かし��域�り�考�る
　　　　　―��システム�構築について――��システム�構築について―
　講　�：��芸���大学 田���教授講　�：��芸���大学 田���教授　�：��芸���大学 田���教授�：��芸���大学 田���教授
　�　�：�　�：　�：�：平成 �� 年 �� � � ��金��3�3� ～ �6�3�
　場　所：㈱ユアテック�議�場　所：㈱ユアテック�議�　所：㈱ユアテック�議�所：㈱ユアテック�議�
　参加者 ��� 人参加者 ��� 人

平成 19 年度応用理学部会活動報告（中間報告）

支部活動
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A.  部会総会
 　��総�で�、下記�議案��議して、決定し�。　��総�で�、下記�議案��議して、決定し�。��総�で�、下記�議案��議して、決定し�。
　平成 �� 年度 ��報告平成 �� 年度 ��報告
　平成 �� 年度 決算平成 �� 年度 決算
　平成 �� 年度 ��計画平成 �� 年度 ��計画 
　平成 �� 年度 予算平成 �� 年度 予算 
　平成 �� ～ �� 年度 ��改�平成 �� ～ �� 年度 ��改�

B.  研修会
１．講演タイトルと講師
　　『�界�水��配される』　『�界�水��配される』『�界�水��配される』
　　不味くて、高くて�めなくなる水不味くて、高くて�めなくなる水
　���恐るべき水道事業民�化��ナ佐�間 �����恐るべき水道事業民�化��ナ佐�間 ��
　　�環境�持�社��研究�ン�ー理事�環境�持�社��研究�ン�ー理事
２．内　�　��
　���“水”�、三つ�多国籍�業に�配されよ
うとしている。これら���ー��水�業 ( ウォー
�ー���ン ) �、新自�主義による民�化政策�
もとで、�界銀行や国�金融機関に後押しされ、各
国�政府や政治家と癒�し、巨大な利益�あげな�
ら、�5 年以内に�界�水道� 75% �く�手中に収
めるだろうと言われている。
　南アフリカで�、料金���ない�めに水道��南アフリカで�、料金���ない�めに水道��
められ�何千人も�人々�汚染され��や�から水
�得ること�余儀なくされ�結果、コレラ異常流行
�起き�。ボリビア�コチ�ン�市で��界銀行�
勧告に従い水道�民�化し�。それによ�て水道料
金�値上げされ、料金不�い者�水道�ストップ、
�下水に対する権利�も�社�獲得し��め、住民
�所有する井戸について�使用料��わなけれ�閉
鎖すること�可能とな��。
　オーストラリアで�、汚水処理場����不具合オーストラリアで�、汚水処理場����不具合
と監視ミスによる悪臭���起き�。通貨危機に見
舞われ�フィリ�ン�マニラやア�ゼンチン��エ
ノスアイレスで�、��ー��水�業�、�� ～ 3�
年にわ�る�期契約�中途で破棄し、�儲からなく

な���事業から、撤退してしまう�ースも出てき
�。��ー��水�業�、為替リスクや公的債務な
ど、投資に伴うリスク�国や融資機関�肩�わりす
るという特別�優遇策�なけれ�、不安定な途上国
市場に�参入できないと公言し始めている。
　水�分�で民間�業�参入�歓�され�最大�理水�分�で民間�業�参入�歓�され�最大�理
��、上下水道���や修復などに必要とされる巨
��資金�拠出できるから、というも�だ��。し
かし現実に�、そ���こと�起きている。��ー
��水�業�、政府や国�金融機関からさまざまな
形で資金�拠出させている�である。さらに、これ
ら�業や�界銀行�主張する�民�化�成功�と�、

�フ�コスト�リカ�リー��通じて、貧困層や自
給的農業�漁業から水�取り上げ、�業や都市富裕
層など料金���る層に水�供給�集中させること
にほかならない。実��ところ�界銀行�、対外債
務�抱��途上国政府�、民�化による売却益や社
��ービス�出�削減によ�て債務�返済すべきと
�方針に��て、民�化�通じて��ー���業�
採算�合う ( 利益�出る ) 公共�ク�ーにだけ進出
し、採算�合わない社��ービス� NG� � ( 不十
分な�ら ) 引き受けている現��追認している。
　これら�、図 -� � � �に詳しく書かれている。これら�、図 -� � � �に詳しく書かれている。
　　　��生�学�環境�上下水道��　 �井　 記���生�学�環境�上下水道��　 �井　 記�　 記� 記�

平成 19年度上期 活動報告

支部活動

衛生工学・環境・上下水道部会活動報告

日時；平成 19年 6月 5日（火）
場所；㈱ユアテック本社 3階会議室 （仙台市宮城野区 )

部会総会と研修会

図 -�参考図書２�
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Ⅰ．第１回研修会
   講演要旨
　�講演�、社�研修�現�から社��、特に管理

職�問題点�明らかにし、�業��における�題解

決に向けて�パ�ーアップする姿��明でし�。合

わせて���者倫理�について�研修もス�ートさせ

�旨�紹介もありまし�。

　具体的に�、当該社�社内教育�練�、�ステッ

プ〈目標管理も兼ねる〉からなり、各段階�経て、年

度末にそ�成果�評価し、次年度につなぐ継�的能

力向上�目指すシステムです。いままで�経過及�

成果から判断すると自主性に�けること�そ�進�

�阻�し、�後に�題�残している��実�です。7

�以降、���者倫理��加��一層�レベ�向上�

目指す、としていまし�。加�て講演者�業務実績�い

わき市弁天島改修�事��コンクリート�場�業務改

善���紹介�ありまし�。

Ⅱ．第 2回研修会
   講演要旨
　�講演�、山形�特産�オウトウ�����姿に��

�経緯及�将来�姿��る内容でし�。そ�要旨�、

山形���オウトウ�産�にな����気候����

排水等�自然的要因と明治�先駆者達�努力�人的

要因によるところ�大きく、品種�和名化、統一化

等制度上、��上�努力も無視できないも�でし�。

品種�現在 47種あります�、佐藤錦� 65%�占め、

�産果�算出高 4�4億円�内�オウトウ�� ���億

円�占めています。

　�オウトウ��当初加�用�主体でありまし��、

�チク�ショック��オイ�ショック�等で価格暴落し、

こ�頃から次第に生食用に変化してきまし�。輸入

自�化も同�期に始まり競争力強化�補助金�用で

裂果�����開発�愁眉�開きまし�。

　�、��化�進��放置しておくと、山形で�オ

ウトウ�生産できなくなります。目下色々と品種改

良�重ねて将来に��ている、と�事でし�。

Ⅲ．第 3回研修会
�����経済産業局�得能���お話し��中心市

���性化法とそ��援策�でし�。そ�要旨�、

H��大店法�廃�され、新�にまちづくり３法�制

定、これで�コンパクトで賑わい�あるまちづくり�

�目指すこととなりまし�。〈コンパクトシティ構�：

拡散し�都市�集積化して賑わい�生む〉。市町村�

協議�〈民間等�参画して〉協力�下、基�計画��

成し、内閣府�関�省庁と�調��協議�認定�過程

から助成金�援で構��具体化する。H��年度��戦

略的補助金制度�で�援事業�実�する、として実

�者�熱意�期待していまし�。

������方��局�横山真幸��補佐�お話��ま

ちづくり３法と中心市���性化��援策��テー

マで����３法�機能��、後��政策�柱である

�都市機能�集積促進��市�����改善���明

でし�。特に後者に�、H��年度創���まちづくり

交付金���用�具体的事�で�明�推奨していま

し�。新しいまちづくり�、自ら�熱意ある参画�

ベースに補助金�有効に�かし得る力�成果に結�

つくと��明に�、なるほどそうかなという印象�

持��ことと�特典�対象にな��青森市��慈市

両市�成功�祈念する次第でし�。

　　                       (��情報��　小�寺　記 )

技術情報部会活動報告

支部活動

H19年度�活動状況（下記�研修会 3回実施）
第 1回テーマ：「社員教育と技術者倫理」
第 2回テーマ：「山形県特産オウトウ�過去・現在・未来」
第 3回テーマ：「まちづくり 3法と中心市街地活性化�支援策」
実施日時；平成１9年 7月 18日（水）、9月 19日（水）、11月 8日（木）
場所；（株）ユアテック　３F会議室（仙台市宮城野区）
第 1回�講師：長尾　晃（地質基礎工業〈株〉技師長、技術士（建設・総合））
第 2回�講師：西村　幸一（山形県農業生産技術試験場研究主管）
第 3回�講師：徳能　邦幸（東北経済産業局産業部　商業・流通サービス産業課課長）
　　　　     ：横山　真幸（東北地方整備局建政部　都市・住宅整備課課長補佐、技術士（建設・総合））　　
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1. はじめにはじめに
　�年度���も約�分�過�、7 �に行われ�第�年度���も約�分�過�、7 �に行われ�第
� 回研修��危機管理：ＢＣＰ���る�震対策�
�初めに、�韓����議��派遣、�� 3 ���
�協力と���行�ております。
　ま�、現在����青年�������、��政ま�、現在����青年�������、��政
策����青年���に属し、全国で �5� 名程�ス
�ッフで���行�ております。
　福井�で開�され�、第 34 回���全国大�に
おいて�、大���に�青年����集い�として、
����青��から 3 名�幹事�参加してまいりま
し�。

　以下に、�青年����集い��内容及�他��
青年���と�交流について報告い�します。
２．青年技術士の未来
2.1 基調講演・発表講演
　基調講演で�、知る人ぞ知る����試験�応援
するページ SUKIYAKI 塾��運�されている“��
直也氏”による、�おもしろそー�と題して、ＮＰ
Ｏ���通じて得��やり�いこと��自分�すき
なこと��幸せ�等について講演されまし�。
　発表講演�で�、���者�ライフプラン�と題
して、現在�人�構成による�後���者�雇用�
�や�ークライフ�ランスとい��内容について講
演されまし�。
　発表講演２で�、�水��化�題�とし�環境教
育�と題して、�学��基�計画��援として、小

学校��出�講�で�成功�、失��について�紹、失��について�紹失��について�紹
介�されまし�。
　基調講演、発表講演ともに、青年���として�
��や経験で�得�も��情報等�紹介され、“青
年����未来”について意見交換�行われまし�。
2.2  懇親会
　青年����集い�後、全国大��夜祭としてウ
エ�カムパーティー��酒とさかなとそ����、
各��と�青年���交流��開かれまし�。
　パーティーで�、開���陸らしく、��酒��
み比べ、さかな、そ��紹介、�次��各��と�、さかな、そ��紹介、�次��各��と�さかな、そ��紹介、�次��各��と�、そ��紹介、�次��各��と�そ��紹介、�次��各��と�
交流�で�、4� 歳�後と�思�ないほど�パ�ー
で、�陸���メン�ーによる生�ン����され、
交流��場�大いに盛り上げてい�だきまし�。

　ま�、次回�全国大��中国��国���取�松ま�、次回�全国大��中国��国���取�松
江市で開�されると�ことで、中国�国��から�
�� 名�大�隊により、次回開��やる気�ア�ー
�されておりまし�。
　なお、そ�次�����で�開��決ま�ており、なお、そ�次�����で�開��決ま�ており、
我�青��も�力�つけて望み�いと思�ておる次
第です。
３．今後の活動
　現在、青年���で�、従来���に加�青年層
や�全体���ニーズ�汲み取り政策���に提言
する�シンク�ンク����ープ���置して、各
��で�テーマや�画�検討している��であり、
�いついにそ���内容�報告できると思います。
　　　　　　　　�青年������　佐々木　記��青年������　佐々木　記�

「第３４回技術士全国大会（北陸・福井）青年技術士�集い」に参加して

支部活動
青年技術士懇談会活動報告

青年技術士�未来　～社会とともに成長する技術者をめざして～
日時；平成１9年１０月１６日
場所；福井県国際交流会館

左から�島、佐々木、�田、佐々木、�田佐々木、�田、�田�田
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  第２回「震災対策技術展／自然災害対策技術展」宮城

　�年に引き�き２回目�開�となる震災対策��
��取り組み�、�年�反省から�じまりまし�。
　�年�����内�で講���立てパネ�ディス
カッション�行いまし��、�専門的す�て内容�
よく伝わらない。������内�目的に�い。�
参加者�身�な話題にな�ていない。とい��点�
踏ま�、�年��シンポジウムに参加し�市民�みな
さんや����、さらに情報�伝達して輪��げ、
�域力�向上や�域全体�減災につなげる�こと�
目的としまし�。
　ま�、中期的に�、出�講��集大成�発表��
ようなス�イ�として開�して�どうかと�意見も
あり、�後も継�的に、市民�目線に��て��災�
�論じていこうとする方向性���しまし�。
　しかし、市民�目線で、わかりやすくというテー
マ�プ�フェッショナ�な���に�意外と難しい
も�で、実�何から手�付けるか�に右�する�か
りで、左�する直�に、市民に身�な情報���伝
�てくれる�だろう？ということから�引きで行政
やライフライン事業者、放送事業者、ボランティア
など、まさに�災と市民�直結する方々より直�お
話�伺�ないかということになり、以下�ような内
容�運�となりまし�。準���や当�ご�躍い�
だい���とともに、ここにそ��要��べさせて
い�だきます。

1.  準備
　�年と同�に実行�����立し開�直�まで 6
回開�されまし�。�年�宮城����ご協力もい
�だき、年�層もヤン�になり勢力的な�開となり
まし�。
　�い準�期間�ありまし��、パネリストやコー
ディネー�と�顔合わせも開��ヶ��で、開��
まで電�メー�等による調�となり、直��慌�だ

しさ��年並みとい��ところでし�。

2.  シンポジウム要旨
　�名�方より�震災に対する��と対応�について
ス�ーチ�い�だき、コーディネー�ー���放送
アナウン�ー大井�郎氏�進行でパネ�ディスカッ
ション�行いまし�。���名定���場に立ち見も
出る盛�ぶりでし�。ま�、震災対策�事務局調べ
で�、遠く三重�から�聴講者もあり、�震に対す
る��と対応について�関心�伺�まし�。

3.  シンポジウムの内�
3.1  スピーチ

���震災に対する��と対応�田脇正一氏：仙台市消
�局�災安全��災安全�計画���
　最���震�発生��から、仙台市で�総合的�
災行政�取り組み、仙台市行きで��定する�震�
津波���、�震対策と、自助�公助、そして共助
�必要性、家庭における�災対策と、まさに、個人
から行政レベ�にい�る�々な震災に対する��と
対応についてス�ーチ�い�だきまし�。

���道�における震災�����田澤次雄氏：国�交
通省���方��局道��道�情報管理官�
　道�橋�耐震補強、斜面��災、災�に強い�替
道�ネット�ーク���、災�に強いライフライン
���、あざみ���道�駅いいで��雪��避難�
���として道�駅��災 拠点化、�災情報�速や
かな提供、関�機関と�連携など、国�交通省�対
応についてス�ーチ�い�だきまし�。

�3���電力��震対応～大�震����と早期復
旧�使命に～神�一弘氏���電力株式�社宮城　�
店��店��電力流通����
　中越�震���、�震����、復旧方法、　　�
定宮城���震�被�予測と復旧計画、停電���

支部活動

防災研究会活動報告

（～震災に対する備えと対応～）
日時；平成１９年１０月３１日・１１月１日
場所；夢メッセみやぎ（仙台市宮城野区）
講師；外部機関（国土交通省他）５名、コーディネーター（東北放送アナウンサー）１名

研修会
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��市民��お願い�についてス�ーチ�い�だきま
し�。配電業務ナビゲーションシステムなど電力�
社ならで��ソフト運用についても伺いまし�。

�4�震災�における住民と放送局�ネット�ーク�阿
��人氏：せんだい泉エフエム放送株式�社取締�
事業���
　�震など�発災直後�コミュニティＦＭ放送局�
��について、特に中越��震で�ＦＭ�ッカラ�柏
崎市�や�神淡�大震災���基に、身�な情報�
いち早く提供する使命についてお話�伺いまし�。
ま�、泉��キッズ�ウン�ミットや小学校�社�
�で��域学���じめ、�縁と目的と志で新しい
枠組み���域コミュニティ��創出するという話題
提供もありまし�。

�5�災�ボランティア��躍と�元住民�����
�進氏：社�福祉法人宮城�社�福祉協議�みや�
ボランティア総合�ン�ー所���
　��氏�、これまで小一�間程椅�に�り�け、
ここで�単に背伸��しまし�う。から講演に入�
てい�だきまし�。これ�被災��体育�などで�、
こ�背伸�すらままならない実�や、瞬間最大にボ
ランティア�集まる�、既に�化している能登��
被災�など、�いスパンで�復興や�援�必要と訴
�まし�。

�6�パネ�ディスカッション�大井�郎氏：��放送
株式�社アナウン�ー�
　ス�ーチに基づき震災��問題点�水�確保や情報
伝達�や�域�減災に取り組む上で��題や抱負�出
�講�や�域���通して��議論し、最後に�場
から�質問にお��しまし�。

3.2  会場からの質問
　�場から�質問�、参加者にアン�ートに記入し

てい�だきお��しまし�。
　道��特定�源利用に関することや、被災�に優
先的に確保すべき道�など�質問�あり、田澤氏よ
り、震災対応に対する質問について、発災後��間、
３�間、６�間とい���間刻み�目標や、�4�間
以内に�側通行でも国道�復旧�図るなど�国�交
通省�取り組みについて回��い�だきまし�。
３．ブース展示
　�ース� 3ｍ�方�大きさで 3面�壁面とな�て
おり、応用理学������ご協力�い�だきな�
ら、�盤図や出�講��掲示��張り出しまし�。
　ま�、見学者に�、�災カー�、呼�笛、シンポ
ジウムプ��ラム、仙台��盤図等�配�しまし�。
　�年�出�費用�免除してい�だい�都合もあ
り、�ース�位置��干主�よりそれ�位置にあり
まし��、仙台市��盤図や出�講��掲示など、
まさに�に足��い��示��評��し、多数�
方々にご来場い�だきまし�。

４．おわりに
　シンポジウムでパネリストやコーディネー��お
引き受けい�だい�����じめ、奔走してい�だ
い�実行����さまに紙面�お�りして厚くお礼

申し上げます。あり�とうございまし�。

　来年�、仙台市内�某小学校で総合学��一環と

してマップづくりや各種講��開�し、震災対策�

��につなごうとする�画�立案中です。�域社�

�福祉貢献に�立つ����として積極的に取り組

み�いと考�ています。

　　　　　　　　　　　　��災研究�　齋藤　記�図�　パネリスト�方々

図２　�ース��示��



平成 20 年 � 月 � 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 46 号

ー �� ー�� ーー

ガイアパラダイム　技 術 士 東 北

はじめに
　第 4 回��者倫理研究事�発表大��、情報�学
�門�田中秀和���で開�され�。�回�応�件
数� �� 件、そ�うちから 5 件�議題として�定さ
れ、一人�発表�間� 3� 分、質疑応�も � 問に�
定されてい�。応�件数�、中����中� ET�中
���者倫理研究���８件、�京��畿����
山梨�各�件と圧倒的に中���で占められてい
�。発表者��名�、全て中� ET �所属者である。
ここで�、そ�発表論文�敬称略�について紹介する。
　　
１．技術者が目指す安全・安心　　　　井上祥一郎
　　　　　　　　　　　
　�題�、諏訪��汚染�壌化��貝類�シジミ��
�漁獲量に、�泥��イオキシン�除�剤�問題�
採り上げている。��5� 年に大�農学研究所で�、
水田�湛水管理で雑���制�発表してい��だ
�、化学��者、農業��者、農協等によ�て除�
剤�利用�奨励してき�。そ�結果として青��発
生し、そ�対策に�、�下水脈�充実、湧水�復��
創�、堀�式　版壁床�法、岩見沢市不耕起移植＋
冬期など�モノ�シ��と��市民�関�であ�
�。モノ�シ��で�、外�的��者倫理、内�的
��者倫理、生�者�＝��市民�、��者倫理等
�関�させて紹介してい�。

２．安心・安全を支える技術者　　　　日岡直規　
　　　　　　　　　　　　　
　第 3 期�学��基�計画�基�理念に�、�社��第 3 期�学��基�計画�基�理念に�、�社��
国民に�持され、成果�還元する�学����人�
育成と競争的環境�重視��安全�誇りとする国�
など六大目標��定されている。�安全�と�、安
らかで危険�ないことで、そ�分��専門家によ�
て�学的�客観的に判断されている。�安心�と�、
不安�なくて、心�安らぐことで、一般�人々�心
理的に、主観的に感じられる���ことである。�
学��に�、�既に�学��的に解明されているも

�、��学��的に未解決�も�に分類されるも�
�ある。�であ�ても、��者�デー��改ざん等、
明らかに計画意図的行為、危険性�可能性�ある�
に対策�講じていない��蔽�行為�、人々に不安
にさせ、批判されることにな�ている。こ�ような
行為�、�業�倫理観�如として���招き、ミス�
トラ���ヒヤリ情報�共有化�妨げている。�デ
マン��イ��需要重視��コミュニ�ーション��、
人々�安心する�めに必要な情報、ど�ような情報
�人々�望んでいる�か�考慮することにある。そ
こに�、公開情報�透明性確保�向上、継�性��
め�恒常性な�組みとして�確立�見られる。

３．原子力発電における安全と安心　鳥羽瀬孝臣　
　　　　　　　　　　
　�学��に�、プラス面とマイナス面�ある。�学��に�、プラス面とマイナス面�ある。
���6 年���力発電所�、全�界で 4�� 基、��
で 55 基��置されている。プラス面で�、人々�
災�から救い、利便性�高めることにある。マイナ
ス面で�、�学����因で人々に多大な危��及
ぼすことにもなる。わ�国���炉�、自己制御性
と多重�護�考�で�計されている。��炉�基�
的な安全機能として�、��める��冷やす��閉じ
込める��緊急対策� 3 元にな�ている。��力発
電�プラス面で�、国内�発電量�、��力 3�%、
石炭 �5%、LNG�4%、石� ��%、水力 �%、そ�
他 �% と��力に依存し、安定的な供給可能にし、
����化�要因にならない点にある。マイナス面
で�、安全神話�存在していないこと、異常事象に
対する�蔽行為�、不信�増�させていること、廃
棄�処分問題など�ある。しかも、わ�国�、�島�
�崎における��力爆弾投下��じめ、��力�脅
威�肌で感じていることからも���力�と言う言
葉�でも�不安��不信��抱くことになる。これ
�脱却する�めに�、専門家�、専門的能力�発揮
して安全性�確保すると共に、国民に信頼される�
�者でなけれ�ならない。そ��めに�、��者�

第 4 回技術者倫理研究事例発表大会参加報告

支部活動

日時；平成 19年 10月 16日　
場所；福井市国際交流会館地下ホール

倫理研究会活動報告
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����カ��脱皮する考��持�ことである。

４．なぜ今、技術者による技術者倫理教育が必要なのか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�本��　　　　�本���本��
　�、��者による��者倫理教育�求められてい�、��者による��者倫理教育�求められてい
る背景に�、現場�実務経験�持����者に講�
�お願いし�いと�声�ある。それに対して、�ど
も�、�オムニ�ス形式�で対応している。教�る
側に求められる要素として�、事故事��交�るこ
と、現場経験�積み重ねと��者倫理に関する知見
��めることにある。
　��と�、神��り出さなか��も��新�に考��と�、神��り出さなか��も��新�に考
�出し、�り、運用することである。�大輪��著

���と�何か���計�、�学にならないくらい創
�的な�業である。��者�、�位向上�目指し、
��者倫理�学ぶこと�大切にすることにある。�
�者�志す学生�ち��メッ�ージとして�、��、
��ち�、そ�意味と��について考�、そして行
�にでなけれ�ならない。��ち��者�、強くな
けれ�生きられない�、正しく機能しなけれ�生き
てゆく価値�無い。��者�、正しく生きることで
�じめて正しい人として認められる存在になる。だ
からこそ�、��ち���者倫理�研究に取り組む
こと��伝�ていき�いと考�ている。

５．“技術の営み”と言う�イデンティティーとプ
ロフェッション　　　　　　　　　　比屋根　均
　わ�国�“�学��”と言う言葉に�、�学者、わ�国�“�学��”と言う言葉に�、�学者、
�学者、��者�錯覚させ、�能者と�線引きにつ
いても曖昧さ�ある。一方、米国から導入し���
者倫理教育で����者�全体として��アイデン
ティティー��強調され、�築�など�卵と���
�卵�共に、JABEE �認定�程受講対象者にな�
ている。ここで�、��者�定義とプ�フェッショ
ンとして�資格要件、“����み”と言う�念と
そ�基�理解として����言論�について�べて
いる。求められる��者像とアイデンティティーに
�、平成 �� 年 �� �吉�弘之��学��議���『��
ともすれ���者と�、組��中�一要素として従
属する者でなく、社��中で主体的に振舞う行�者
として、改めて位置付けること�必要になる。社�
�中で主体的に行�し、従�て��的��に責任�
持つも��と��者�変化�遂げるとき、��者�
新しい社�的定義�不可�となる。こ�こと�、�
�者�社�的に認知され�資格�必要とすること�

�質的根拠である。��そ�専門における��知識
や信頼性に精通し、競争力ある独創的製品�創出す
る��無論�こと、そ����社�的意義、倫理性、
他��と�関連、相乗効果、そして環境、エネ�ギー、
資源、人�など�人類�抱�る重大な�題と�関連
��く�察する能力�持つ��者に��られる』�
言葉�引用してい�。

あとがき
　『��者倫理と�、何か』と考���、��、一『��者倫理と�、何か』と考���、��、一
般的な�倫理���疇�根底に置き、��者�遵守
しなけれ�ならない�念として、��者�犯しやす
いミス、失�、�未知�異常現象、�理現象�、�
無知�学識不足、伝承無視�、�不注意��計者、
生産組��、�手順�不順守�連絡不足、�計手順�、
⑤誤判断�ポンチ絵��計段階、仮�練�不足�、
⑥調査�検討�不足��制�特許、使用環境、購入
品製��、⑦制約条件�変化�使用条件�変化、使
用文化変化、経済環境変化�、⑧�画不良�戦略�
�画、組�構成、権利取得�、⑨価値観不良�異文化�
����い�⑩組�運�不良�運��硬直化、管理
�緩み、構成��疲労�などになると考��。こ�
ように考�れ�、��者倫理�、一般的倫理�念�
上に、��者として順守すべき��的思考となる。
そ��めに�、大学教育で教�るべき倫理�念�専
門���に見られる先人�考�方、果されてき��
�背景���等も大切なことになる。しかも、��
��、教育者で�なく、プ�フェッションエンジニ
ア�立場で教�ている。こ�ことからも��、教�
で�夫し�点に、教育�観点における問題、��者
に必要な意見�考�方等に主眼において、大�に出
席し��である。
　発表議題にならなか��論文に�、石井一夫�安発表議題にならなか��論文に�、石井一夫�安
藤記���生命倫理とイデンカウン�ラー�、伊藤
�氏���者�社�的�位と���倫理要綱に関す
る一考察�、江平英雄���木��者�考�る“安全�
安心”�、尾崎�章��情報処理システム�安心�安
全向上に向けて�、木村正彦��“��者不在”�も
�らし�各種�業不�事�、竹花���コン���
ント倫理�、田中秀和��安全�安心�担保する専
門職として�����目指して��あ��。しかも、
�島協生涯教育推進実行�������講評�、発
表者�対象にし�も�であ��。　　　　　以　上　以　上以　上　上上
　　　　　　　　　　　　( 倫理研究�　江平　記 )倫理研究�　江平　記 )　記 )
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１．講演要旨
　先般��イ��ミットで�環境問題�主に���
�化対策��テーマとな�ておりまし��、水環境
�����化に�い�り�あることから水環境汚染
�解決�国�的に大きな�題として、各方面で認識
すべき重要なテーマです。
　ま�、�年��新潟�中越��震�で�、家��
全��新潟�内で約 �、��� 棟、�� 名に及ぶ尊い人
命�失われるとともに柏崎�羽��力発電所��震
災���計基準��問題提起となりまし�、そこで
�回��震�特徴�新潟における過去��震と比較
検討するとともに、改めて強�震���築�に及ぼ
す挙�特性について講演して頂きまし�。

２．「水環境汚染の原状とその対策」
2.1　講義構成（福士教授）
　�水環境���と�題
　�上下水道：水環境悪化による最大被�者
　��境不法投棄問題：微量有�汚染�危険
　�新幹線八甲田トンネ�：環境配慮��事
　⑤����化と水環境
2.2　講義概要
　水環境基準�達成���方�下水道普及�伸�悩
みにより横�い��であり、微量有�化学�質や微
生�汚染�出現�可能性�高ま�ている。
　すでに中国�アフリカ等安全な水�確保できない
�域����ている�、これから�水環境悪化によ
る最大�被�者�水��質�謝�最大�都市である。
�後�厳しい�政��や都市��既存ストック�更
新���踏ま�れ�下水道�普及� ��％�難しく、
下水道����後�あり方�農�魚集落排水、合併
�化槽と�コラボ�上水道��において��料水専
用��上級�水�と洗濯��呂等で使用する�普通�水�
�分類 とい��発��必要となる。
　ま�、����化�異常気象�水不足など��水
大循環�変化�生�系��大いなる影響�あきらか

水環境汚染対策および強地震時�建築物�振動特性

各県技術士会活動

青森県技術士会活動報告

研修会
日時；平成１９年９月２９日
場所；八戸工業大学　AVホール（青森県八戸市）
講師；福士　憲一　教授（八戸工業大学・学務部長、環境建設工学科（工学博士））
講師；滝田　貢　教授　（八戸工業大学・建築工学科（工学博士））

で、これら�解決方法�社��生��式と価値観�
直し持�可能な発��実行することである。
 
　　　　　

３．「強地震時の地盤・建物系の立体振動特性」 
3.1 講義構成（滝田教授）
　�社�変化と�震被�
　�強�震���盤���系�立体振�特性
3.2 講義概要
　��64 年新潟�震�液�化現象�石�ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ火
災�、���4 年新潟�中越�震�新幹線脱線�携�ｲﾝ
ﾀｰﾈｯﾄ等ﾗｲﾌﾗｲﾝ����ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ症候�による死者�、
���7 年新潟�中越��震���力発電所被��断
層�評価�リ�ン柏崎�場被災→国内自�車�場停
��緊急�震速報�� 3 つ��震�それぞれ�社�
的にインパクト�����震であ��。それ�マ�
ネチュー��震源位置��いによる被����差に
とどまらず、��ち�社�変化�顕在化している。

４．おわりに
　青森�����で�、毎年八戸�業大学�ご�援�
ご協力�頂き�回で 4 回目�講���開�させて頂
きまし�。お�話にな��熊谷浩�教授��じめと
する八戸�業大学���に感謝い�します。
　　　　　　　　　　�青森�����　相田　記�

講演��　福�教授
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１．はじめに

　事業���主���胆沢�ム�事現場見学���
行���で、そ��要�報告する。当事業����、
これまで�������くＰ�する�め、一般市民�くＰ�する�め、一般市民Ｐ�する�め、一般市民
も参加できるような研修�など�行�てき��、�
年度�準��都合もあ�て���対象とし���研
修���事現場見学���実�し�。
　�� � �6 ��金��3 �、Ｊ�水沢駅に集合し�。
�� 名�参加であ��。早速、マイク��スで現場に
ある�胆沢�ム学���に向か��。ここで、国交
省胆沢�ム�事事務所�佐々木所�さん��要�明、
２名�担当官から進���など��明�受け、小雨���など��明�受け、小雨��など��明�受け、小雨
�中、�ム全体�一望できる�望台→�ック�採取
場→重機���場→�体盛立およ�洪水吐コンク
リート打�現場�順に見学し�。

２．胆沢ダムの概要
　
　こ��ム�、かつて��上�総合開発計画���こ��ム�、かつて��上�総合開発計画���
Ａ��で��され�五大�ム�一つ、石��ム�能力で��され�五大�ム�一つ、石��ム�能力��され�五大�ム�一つ、石��ム�能力
�大�にアップさせる�めに��されるも�である。
洪水調�能力� � 倍、有効貯水量� �� 倍と飛躍的
にアップする。昭和 63 年度に事業�手し、平成 �5
年試験湛水、平成 �6q�� 年から供用開始�計画であ
る。��

【活動報告】　胆沢ダム工事現場見学会

各県技術士会活動

岩手県技術士会活動報告

�ム学��にて�正面右�佐々木所��右�佐々木所���佐々木所��

�ム学��で��明

�石山で�見学

�� トン級�ンプ��にて全�写真
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３．現場の進�状�およ�発�方式�状�およ�発�方式およ�発�方式

　�ム�ン�ー�左岸側にある�望台から盛立��
����見学し�明�受け�。�体積 �、35� 万�、35� 万�35� 万��
�国内最大級��ックフィ��ムである。盛立量、
高さとも計画� 5�％�超��と�ことであ��。
　次に、�石山に移�し�。岩質�石英安山岩で柱
�節理�発達�見られ��、粒度分�、強度ともに
良�と�ことである。�� トン級�巨大な�ンプ�
��きりなしに�いてい�。4 車線以上もある��
�仮�道��通過して、重機����場、洪水吐コ
ンクリート打����見学し�。発注�通常、一括
して発注する方式�採る�、��、品質保持など�
図る�め、�ム�体、�ック�採取、洪水吐に�分し、
分�発注�ＣＭ�方式とし、管理業務��ＣＭｒ�コ
ンストラクション�マネージ����発注者と請負者
�間に置いて行�ている。

４．円筒分水工

　�ム現場に次いで、水��ネット胆沢平��円筒
分水��見学し�。こ����、石��ム�水源と
して胆沢�から採水し、約 � 万 ha に潅漑する��で、
取水量� �6 �� � である。面積に応じて正確に分�� � である。面積に応じて正確に分� � である。面積に応じて正確に分
水する�めに円筒形�採用し�。

５．おわりに

　�回�現場見学�で�、全国でも最大����ッ
クフィ��ム�現場�見て ､ ��方法�仮�方法な
ど�ス�ー��大きさと��管理�やり方に新�な
関心�覚��。
　最後に、胆沢�ム�事事務所�方々、Ｊ��方々、
水��メット胆沢平��方々に紙面��りて感謝申
し上げ、報告とする。　　　　　　　　　以　上　上上
　　　　　　　　　　( 岩手�����　高橋　記 )( 岩手�����　高橋　記 )岩手�����　高橋　記 ))

洪水吐コンクリート打�現場で�見学

�ム完成イメージ写真

円筒分水�

�ンプ��看板
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秋田県総合食品研究所見学会 （第３回 CPD事業）

各県技術士会活動報告

秋田県技術士会活動報告

研修会

日時；平成１９年１１月１５日
場所；秋田県農林水産技術センター総合食品研究所研修室（秋田市新屋）
講師；塚本研一（秋田県総合食品研究所 ､主任研究員 ､技術士（農業、水産部門））
　　　渡辺隆幸（秋田県総合食品研究所 ､主任研究員）

１．はじめに

　��田�農林水産���ン�ー総合食品研究所���

酒用酵母や味噌用酵母�開発、ニュー�イオテクノ�

ジーや先端加���など最新��学���食品や酒類に

生かすなど、�田���食���呑�も？��担う総合的

な研究機関である。

　�年度�第３回ＣＰＤ事業�参加 3�人������で

研究所�主任研究�でもある塚�研一氏�ご尽力により

実現し�も�である。

２．講演要旨

2.1　秋田まるごと味噌の開発（渡辺氏）

　開発され���田まるごと味噌���内��料�大豆�

米�や�内味噌から分�し�酵母、製�販売も�内�

��社と、まさにそ�名�通り��田�にこだわり開発さ

れてい�。

 

　ま�、ホームユーステストによる評価や販�拡大�策

など、食品開発以外�分�でも�々な努力�されている

報告�なされ�。

2.2　ハタハタブリコ加工品の開発（塚本氏）

　開発され�ハ�ハ��リコ�魚卵�加�品�、�田�

�冬�定�味覚から、年間�通して楽しめる食�として

期待�高まるも�であ��。加�過程で�粘��硬化�

����、凍結�リコから�加���など���され�。

　 

 

3．おわりに

　�回�研修��塚�氏や渡�氏、そして��内�案内

など総合食品研究所�ご

厚意によ�て実現し�。

さらに、�回紹介され�

�味噌�と��リコ��お

�産までい�だい�。

　紙面��りて御礼申し

上げます。 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　��田�����　伊藤　記�

図 �　味噌用微生�� PP資料

図 �　ハ�ハ�研究� PP資料

図 3　開発され��リコ加�品� PP資料



平成 20 年 � 月 � 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 46 号

ー �� ー�� ーー

第３回環境対応セミナー 「虫�視線で見る生物多様性」

１．勉強会　「最近の津波災�の事例から見た
　　　　　　　　　　　　　　　津波防災の課題」
　　　講�：越村　俊一

　　　　　　��大学大学院�学研究�

　　　　　　災�制御研究�ン�ー　

　　　��：平成 ��年 �� 6��木�

　　　場所：宮城�酪農��

　　　主�：宮城�����

　宮城������������画�運�で、��

���協力�得て、上記勉強�� �6名�参加�もと

で開�されまし�。講�から�、イン��大津波�

生々しい�画も含めて、津波発生�伝播�メカニズ

ムや津波災��恐ろしさ等について�迫力ある講演

�頂きまし�。

　熱心な質疑応��後�交流�におきましても、引

き�き�発な議論��開され、有意義な勉強�とな

りまし�。

    講演要旨
　(�)津波発生�伝播�メカニズム

　　　・境界波

　　　・境界波�予測

　(�) 津波外力と被��関�

　　　・津波�被�形�

　　　・津波外力と被��関����被��人的被��

　　　・現�調査、数値シュミレーション�利用し

　　　　�被�関数�構築　　　　　

２．第３回環境対応セミナー
　　　�虫�視線で見る生�多�性�

　　　～　カミキリムシ学��招待　～　

　　　講�：新�　達也

　　　�株�環境指標生�　�表取締�

　最近�津波災害�事例から見た津波防災�課題

各県技術士会活動

宮城県技術士会活動報告

勉強会

　　��：平成 ��年 ��� ������

　　場所：仙台市市民���ポート�ン�ー

　　主�：宮城�����

　宮城�����環境�����画�運�で、上記

�ミナー�、��及�一般参加者約 4�名�参加�も

とで開�されまし�。カミキリムシ学�第一人者で

ある講�から、カミキリムシ�通して�生��生�、

��、環境等�多�性について、興味�い講演�な

されまし�。��者にと�て、自然と�調和や持�

的発�ということ�、如何に重要であり、大変なこ

とであるか�認識させて頂きまし�。

　講演要旨
　　　�) 生�多�性と�何か

　　　�) 系統と種多�性

　　　3) 多�な生��

　　　4) 進化�系譜

　　　5) 多�性�危機と保全

　　　　　　　　　　　(宮城����　 �中　記 )

環境対応�ミナー講演�景
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山形県技術士会は創立 20周年を迎えました

各県技術士会活動

山形県技術士会活動報告

創立 20周年記念研修旅行見学会

　　「新潟東港と越後平野を訪ねて」

　�� ��� (金 )～ �� ��� (� )�２�間��程で

山形�����創立 ��周年記念研修旅行見学��開

�されまし�。

　����じま�て以来�宿泊�伴��見学�とい

うことで準�にあ�られ�井上理事、小山田事務局

��ご苦労も多か��ようです�、ご苦労�甲斐あ�

て２�間とも非常に充実し�研修�となりまし�。

　研修コース�お隣新潟��新潟�港と信濃�大�

津分水��で２�間�行程�、次�とおりです。

　　　　　　　　

　

　山形�������年 7�に創立 ��周年���ま

し�。�生臫平名���、�田康夫�表幹事ら精鋭

��� �5名�集い、当�������協��杉江�

��お招きして�立準���開かれ���昭和 63年

4� �7��ことでし�。同年 7� �3�、第�回�立

総��開�され山形����協��誕生し��です。

　�立当����数� �6名でし�。そして、平成

��年 7� 6�、��数� ��7名�数�て�山形��

���創立 ��周年記念式典��賀���盛大に開�

されまし�。

　式典に�、山形���じめ、�����吉���

�、�元産業界��表するご来賓�方々ら�多数ご

臨席�もと��創立 ��周年�お�いしてい�だきま

し�。

　ま�、式典で�記念講演��開�され、��公益

文�大学学��小松隆�先生、���������

� 永田一良先生�お�方からご講演�い�だきまし

�。

　さらに記念事業�一環として、記念誌����見つ

めて��発刊と、��に�記念研修旅行見学�も�

画され実�されております。

〈式典で挨拶する�田�表幹事〉

創立 ��周年記念誌����見つめて�
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　��� ���に����恒����教養講���回

�、��������と�共�という形で開�され

ております。

　講��テーマ��魅力あるまちづくり�考�る�　

講��先生と演題�次�とおりです。

　演題��性化��め�まち�魅力づくり�考�方�

　講�　　�京大学教授　堀　　繁　氏

　演題��しいやま���目指して�

　講�　山形��������　三森　和裕氏

　　　　平成�９年���

　　　　　　　　　　�山形�����　上村　記�

〈��目〉

新潟�新発田市

�水�

旧新発田藩溝�家�下�

敷�水谷御殿と回遊式�大名

庭�散策

�国指定名��

聖�町　　　　

��� LNG㈱　

外国から液化天然ガス� 受け

入れ�新潟火力発電所��じ

め、山形�内�通過して、仙

台までガスパイプラインで供

給している巨大エネ�ギー貯

蔵供給��

 

聖�町　　　　

�新潟火力発電所

　

LNG�使用し�発電とそ�排

熱�利用し�コン�イン��

イク�システム�見学。熱効

� 5�％��界一。�� 7��

��4�発電�受け持つ。

 

〈２�目〉

新潟�燕市　

大�津分水資料�

信濃��洪水災�����め、

���に信濃��流れ�分水

し�先人���と�木���

学ぶ。新潟�������で

���碓井さん�案内で研修。

〈�新潟火力発電所ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰで〉

 

 

豪農��

�方文化���

〈大�津分水可��で碓井��さんと〉

かつて�越後随一�大�主�伊

藤家��豪荘。�しい庭�に

面し�南側廊下� �6間��3�

ｍ��さ���杉�丸桁�ま

さに当��贅�尽くし�さま

����ている。

 

山形�

�7：5�　

帰�、江目���お奨めで越

後��酒�各自大量に�入れ、

���年���間�数右�門と

�木��者と信濃�と��い

と苦労�胸に刻み、全�無事

帰宅しまし�。
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19年度�福島県技術士会�活動状況

各県技術士会活動
福島県技術士会活動報告

　当��、CDP研修�充実に努めることで事業�実
��進めている。当�� CDP研修事業�主�事業と
後援事業から成る。�年実�し�主� �事業、後援
３事業について�単に報告する。

１．主催 CPD研修事業　
(1)技術士法制定 50周年記念講演 CPD研修会 (1)
　　�　�：　平成 ��年 5� ��� �4���～
　　場　所：　福島市 (杉妻�� )
(1)-1「技術士倫理要綱について」　
　�社�����������倫理研究�
　　　　�表　小�寺 文昭 氏
　���倫理要綱で�、�専門的応用能力に裏付けさ
れ����提供し、國��学���発�に務め、公
衆�安全、�康及�福利�向上並�に環境�保全に
寄�する。常に職責�自覚、���研鑽に励み、誠
実公正な行��心�け、法令�及�こ�要綱�遵守
する。�とし����プ�フェッション宣言�と��
合性�とられていること�解�され�。
(1)-2「繊維物質を用いた高含水泥土の新しい再資
　　　源化工法について」
　　　森環境��研究所　�表取締�
　　　               　　　　    森　 雅人 氏
　　��汚泥やヘ��に古紙破��と�メント系固
　化剤�混合することによ�て優れ�強度、耐�性
　�有する盛��埋め�し��生成する�法。��
　結果�交�てそ�特徴について講演され�。
(2)技術士法制定 50周年記念講演 CPD研修会 (2)
　　�  �：平成 ��年 �� ��� ��3�～
　　開��：福島市 (コラッ�福島 )
　　　�みんなでつくる環境政策
　　　　　　　　～２���環境立国戦略～�
　　　環境省環境経済� 環境教育推進��
 　　　　　　　　　　　　　　　　出井 俊夫 氏
　　　環境省環境計画��補佐　   大倉 �彰 氏
　平成 ��年 6�に制定され������環境立国戦略�
において、こ� �,�年で取り組むべき �つ�戦略�
解�と、����界に環境保全�リー�ーシップ�
示す�め�環境省��策�要について�明�あ��。
�����効果ガス�排出���、京都議定書�年

―６％目標�大�に上回り＋�３％台��刻な��
にあり、こ�戦略�早期実行�期待される。

２．後援 CPD研修事業
(1)第３回ラボットイブニングセミナー
　　�　�：平成 ��年８� ��� �7���～
　　場　所：郡山市 (La�����)
　　講　�：�京大学大学院新領域創成�学研究�
　　　　　　　教授　�沢 猛 氏
　郡山市����社�主�。�沢教授�実践的な都
市デザインにおける���第一人者で、豊富な実�
とともに�域づくり�最�線�紹介され�。
(2)地域の防災・安全を考える市民講座
　　�　�：平成 ��年 �� ��� �7�3�～
　　場　所：郡山市 (労働福祉�� )
　　講　�：衆議院議�　�島 忠� 氏��山古志村��
　(社 )福島���業協�郡山市���主�。�島�
議��、平成 �6年新潟�中越�震で�滅的な被��
受け�旧山古志村�復興に尽力され�。災�対応に
おける�元��業者�奮�ぶり�紹介し、�元�知
り、�元�愛する業者�果�す���重要性�強調
し�う�で、�年培われ��域�コミュニティー�、
災�直後から復興まで大きな力になると�べ�。
(3)学術フロンティ�公開シンポジウム
　　�　�：平成 ��年 ��� ��� �3�3�～
　　場　所：福島市 (労働福祉�� )
　��大学�学��主�。同学�で�、文��学省
�学助成事業���域における社�環境基盤�保全と
�災力向上�目指し�戦略的マネジメント手法�提
言��実�している。シンポジウム�、こ�プ�ジェ
クト�一環として実�され、��における�災力向
上�図る�めに、各�域あるい�生�基盤���る
さまざまな���抱�る弱点、及�対策�講じる上
で取り組むべき�題�明らかにし、ま�、市民、専
門家、行政�コミュニ�ーション�必要性など�後
�方向性�探る目的で行われ�。(独 )�木研究所 小
橋秀俊上席研究�ら�講演�後、行政担当者及�研
究者によるパネ�ディスカッション�行われ�。
　　　　　　　
　　　　　　　　(福島����　�����　記 )
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カヌーと�出会い

わたしの趣味

　��年以上も��ことですけど、�頃�季節、�瀬

����芋煮�でカヌーに乗艇し���初めて�体

験でし�。乗艇するや否やすぐに沈�艇���くり返

ること�、����冷�い�に放り出され、泳ぐ羽目に、

以来、�5年間�にと�てカヌー�切�ても切れない

も�にな�てしま��ようです。

　山々�雪�解け始める 3�初旬から ���末まで�

間、�瀬�、最上�、豊沢�、小国玉�、伊南�な

ど�����から、多摩�、荒�など�関���まで、

そ�中流から上流域��達�遊�場です。

　まだ、��に雪�残る 3�、まだ新緑�芽生��

これからと言うとき、�ライウェアー��込んで冷

�い��中に滑り出すさま�実に爽�そ�も�です。

　こ�頃�まだそれほど�雪解けによる水量�さほ

ど多くありません�、5�、6�ともなるとかなり�

水量になり、パ�ーも一段と増し、当然流れも速く

なります。こ���カヌーイストにと�て最高�シー

ズンな�です。あちこちに大きなウエー�やホー�

�出来ます�、自分�力量に応じ、そ�中�飛�込

んで�ーフィンやエン�ーなど�しな�ら、約 7��

から ��ｋｍでし�うか新緑に染ま���下り�楽し

みます。

　7�から ���梅雨�頃�、鮎釣り�解禁�期、�

によ�て�釣竿�両岸から垂れ下��ている中�、

下らなけれ�ならず、気疲れしてしまいます。

　以��こ�煩わしさ�避ける�め、閖上や荒浜�

�岸に出かけ、カヤック�ーフィン�楽しむことも

ありまし�。カヌー�砂浜から�合いに向け、�波

��白波�越�るまで目一杯漕�ます。�ける��

波��ーク�越�る頃�見計ら�て、カヌー�向き

��岸に変�、急いで漕�出します。すると急にカ

ヌー�ス�ー��上�り、波�上�走り始めます。

そう、まさしくこれ�カヤック�ーフィンな�です。

乗りこなせ���爽�感とい��ら何とも言い��

ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　��下旬から ���下旬にもなりますと��一変し

始めます。両岸�木々��や黄色に染まり始め、鮮

やかな光景���ち�楽しませてくれます。次々と

移り変わる景色に目�奪われ、カヌー�や�ててほ

んとによか��と心底思�る��こ�季節で�ない

でし�うか。���ともなりますと��水�一段と冷

�くなり、山々に初冠雪�便り�聞こ�るこ�頃に

カヌー�シーズン�終わり�告げます。

　カヌーに�自然と��れ合いやアウト�アスポー

�として�魅力�こ�上ないも��あります�、そ

れ以上�多く�仲間と�出�い�カヌー�魅力�一

段と引きつけてくれます。�下り���らい、レス

キュー��チーム�協力、�ー��成功やホー�で

��ーフィン�に湧き上�る喝采、��で食べ��ー

ベキュー、�天�呂で��らいなどみんなカヌー�

魅力です。これら�こと�毎�毎��俗�界から自

分�どれだけ切り�し、明����力���てくれ

�か計り知れません。�下り�している��仲間�

�らい�自分�頭�中から消�ること�決してない

�です。�にと�て、仲間あ�て�カヌーな�です。

　カヌー�終わり、パ��からストックに持ち変わ

るこ�季節、ま�、あ�仲間と雪�で��る���

から楽しみです。　　　　　　　　　　　　以　上

　　 　　　　　　　　

名取���保大�に

大重　兼志郎
技術士 （建設部門）
東洋建設株式会社東北支店
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お知らせ
平成 19年 11月 30日変更

依頼原稿執筆者 各位

機関誌『技術士　東北』投稿�手引き
　　　　　　　　　　　　　　　　(社 )日本技術士会　東北支部 広報委員会

■原稿�書式
　◎原稿執筆には、依頼を受けた広報委員から送られる雛形ファイル（使用ソフト：Word）をご使用下さい。お急ぎの
　　方は、東北支部ホームページ http://tohoku.gijutusi.net/　の「書庫」→「投稿ひな形」よりダウンロードして下さい。

　◎原稿は、必ず雛形ファイルに基づき、①和文タイトル（必要な場合、サブタイトルを含む）②著者名、部門、所属、
　　役職などを必ずご記入下さい。部門が複数ある場合は、技術士（建設部門、総合技術監理部門）のようにご記入下
　　さい。本文 1ページあたりの大きさは、タイトルページで 23字× 37行× 2段組 (1,702文字 )、一般ページで 23字
　　× 44行× 2段組 (2,024文字 )、文字サイズは 10pt です。ページ構成は、それぞれの雛形ファイルで異なりますので
      ご注意下さい。例えば、｢巻頭言 ｣：1ページ、｢寄稿 ｣：4ページ、｢技術漫歩 ｣：4ページなどです。

　◎原稿の執筆にあたり、字数の超過や大きな余白のないようにお願いします。全体のレイアウトは広報委員会にて
　　行いますので、若干のレイアウト変更についてはご了承下さい。

　◎原稿中に挿入される図、表、写真などのファイルは、原稿に貼り付けて提出して下さい。その際、原稿貼り付けファ
　　イルとは別に単独ファイルでご準備して下さい。なお、特にお申し出がないときは、原則として図表、写真は返
　　却しませんのでご承知おき下さい。
　　＜画像ファイルの種別＞
　　　JPEG(*．jpg;*．jpeg;*．jpe;*．jfif)、GIF(*．gif)、BMP(*．bmp;*．bib)、PNG(*．pmg)、TIFF(*．tif;*．tiff)、
　　　WMF(*．wmf)、EMF(*．emf)

　◎見出しは、以下の形でお願いします。
　　大見出し 　1.  ○○○　2.  ○○○　・・・（前一行、空けて下さい）
　　小見出し　 　1.1 ○○○　1.2○○○　1.3 ○○○  ・・・（前一行、空けないで下さい）
　　以下は 　(1)  (2)  (3)  、a、 b、 c、　の順ですが、極力小見出しまでに収めて下さい。

■留意事項
　◎用語、かなづかい、漢字などの表記統一をはかるため、広報委員会において、文意を変えない範囲で独自の修正
　　を行うことがありますので予めご了承下さい。

　◎カタカナは全角を、英数字は半角を使用して下さい。

　◎特殊な専門用語などは、（  ）内で簡単に説明するか、次ページに述べる参考文献の事項をご参照下さい。注記す
　　る際は、文中に○○○

1)
　と上付きの番号を忘れずに入れて下さい。

　◎原則として英字の略語は初出のところで（  ）内にスペルを記入して下さい。

　◎提出していただいた原稿は、モノクロで印刷します。そのため、グラフや写真等はカラーのように区別できませ
　　んのでご注意下さい。

■引用文献
　◎引用は引用順に番号をつけて、文中にはその上付きの番号を右肩に示して文末の文献と対応させ、引用した文献
　　の頁数も必ず記載して下さい。転載不許可の文献からの図・表・写真の引用に当たっては、著者各位にて原著者の
　　許諾を得て下さい。
　
　◎引用文献の書き方は、著者名、論文名、雑誌名（書名）、巻号、ページ、発行所、発行年月日の順に該当する項目
　　を記入して下さい。英文の文献の場合は名（イニシャル）、姓とします。著者数が多い場合は第一著者のみ上記の
　　規則によって書いて下さい。

■参考文献
　◎参考文献の書き方は、著者名、論文名、雑誌名（書名）、発行所の順に記入して下さい。
　　英文の文献の場合は名（イニシャル）、姓とします。著者数が多い場合は第一著者のみ上記の規則によって書いて
　　下さい。文中では、○○○

1)
のように上付きの番号を注記し、該当する番号にあわせて、文末の参考・文献欄へ

　　必要事項を記入して下さい。
　記載例：　＜引用・参考文献＞
　　1)○○○、・・・・、□□□
　　2)○○○、・・・・、□□□
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　　3)○○○、・・・・、□□□

■執筆謝礼
　◎財政の関係上、皆様にはお支払いしておりませんので予めご了承下さい。

■原稿送付
　◎ご提出いただくものは、①原稿（図、表、写真を貼り付けたもの）、②原稿に貼り付けた図、表、写真の単独ファイル（画
　　像ファイル）、③顔写真（画像ファイル）の 3項目です。
　　注 )　定時総会・催事報告、各県技術士会活動、支部活動及びわたしの趣味については、③顔写真は不要です。
　
　◎原稿は、窓口担当の下記アドレス宛へ、Eメールにてご送付下さい。また、CDのご送付でも結構です。

項　　目
投稿区

分
標準頁数 発行月 内　　容

担当広報委員
委員
名

TEL、E-mail アドレス

掲示板 C - 1、7 月号技術士会、広報委員会等からの通
知やお願い事項を掲示する。 井口 022-296-8502 

takao．iguchi@ss．pacific．co．jp

巻頭言 B 1 1、7 月号
技術や技術者、技術士会を取り巻
く時事問題、今後の抱負等に対し
て主務者から意見をいただく。1 月
号は新年の挨拶も兼ねる。

井口

各県技術士会代表幹事 
年頭の挨拶

B
各県 0.5P 
計　3P

1 月号
各県技術士会より年頭の挨拶、今
後の抱負等に対して主務者から意
見をいただく。

井口

寄稿 A or B 4 1、7 月号

経験、業務、技術等を通し、自由
な議題で問題や意見を会員から幅
広く取り上げる。 
各県技術士会の輪番制を原則とす
る。

柴田 
鹿又

022-264-1521 
shibata@itogumi．co．jp 
022-224-1581 
kanomata@daiho．jp

技術漫歩 A or B 4 1、7 月号

プロジェクト紹介や技術研究成果
など、幅広い技術に関する事項を
やさしく紹介する。 
各県技術士会の輪番制を原則とす
る。

柴田 
鹿又

技術士試験合格者体験談 B
各人 1P 
計　3P

7 月号
技術士試験合格者から合格するま
でのご苦労や貴重な体験などを紹
介する。

柴田 
鹿又

定時総会報告 B 8P 7 月号
支部年度事業報告及び計画案、並
びに支部収支書、予算案（一般及
び特別会計）等について掲載する。

井口

催事報告 B 最大 8P 1、7 月号
各種大会、催し物の報告、支部の
事業計画・報告並びに収支・予算
案などについて掲載する。

井口

各県技術士会活動 B
各県 1P 

計　6P
1、7 月号

各県技術士会の活動内容を紹介す

る。
大重

022-222-2249 

ooshige-kenshiro@toyo-const．co．jp

支部活動 B
各会 1P 

計　8P
1、7 月号

支部委員会や各部会等の活動状況
を紹介する。

大重

わたしの趣味 A or B 1P 1、7 月号
皆様の趣味や気楽に寛げる記事を

紹介する。

柴田 

鹿又

お知らせ A,B or C - -
一般投稿、技術士会、広報委員会
等からのお知らせを掲載する。

広報 
委員

あとがき C - 1、7 月号
広報委員が輪番制で編集後記を記
述する。

広報 
委員 

注１．投稿区分は、次のとおりです。〔Ａ：自由投稿、Ｂ：広報委員会から投稿依頼、C:広報委員会にて原稿作成〕
注２．投稿希望者（上記 A区分）は、発行 3ヶ月前の各 1日〔10月 1日（1月 1日発行）、4月 1日（7月 1日発行）〕までに各担当広報委
         員に連絡して下さい。
注３．投稿原稿は、発行 1ヶ月半前の各 15日（5月 15日、11月 15日）までに各担当広報委員へ提出して下さい。
■その他
◎その他質問がある場合、お手数でも窓口担当の広報委員会委員へ直接問合せをお願いします。　　　　　　　　　　　以　上
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　　　　　　　号 
名　　称

1月号 7月号

自 由 投 稿 
申込み締切り 10月 1日 4月 1日

第 １ 回 編 集 会 議 
（目次案確定） 10月 10日頃 4月 10日頃

依 頼 原 稿 
の締切り 11月 15日 5月 15日

第 ２ 回 編 集 会 議２ 回 編 集 会 議回 編 集 会 議 
（全体構成確定） 11月 20日頃 5月 20日頃

第 ３ 回 編 集 会 議３ 回 編 集 会 議回 編 集 会 議 
（委員チェック） 12月 10日頃 6月 10日頃

委 員 長 
最終チェック 12月 15日頃 6月 15日頃

本 部 へ の 送 付 
（印刷業者） 12月 20日頃 6月 20日頃

発　　行 1月 1日 7月 1日

2008/01号 2008/07号 2009/0１号 2009/07号 2010/01号 2010/07号

巻頭言 支部長 副支部長 支部長 副支部長 支部長 副支部長
各県技術士会代表
幹事年頭の挨拶

各県技術士会 
代表幹事 － 各県技術士会 

代表幹事 － 各県技術士会 
代表幹事 －

寄稿 岩手県 秋田県 宮城県 山形県 福島県 青森県

技術漫歩 山形県 福島県 青森県 岩手県 秋田県 宮城県
技術士試験合格者
体験談 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼

定時総会報告 各担当者 各担当者 各担当者 各担当者 各担当者 各担当者

催事報告 〃 〃 〃 〃 〃 〃

各県技術士会活動 各県担当者 各県担当者 各県担当者 各県担当者 各県担当者 各県担当者

支部活動 各担当者 各担当者 各担当者 各担当者 各担当者 各担当者

わたしの趣味 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼 投稿又は依頼

お知らせ 投稿、担当者
又は広報委員

投稿、担当者
又は広報委員

投稿、担当者
又は広報委員

投稿、担当者
又は広報委員

投稿、担当者
又は広報委員

投稿、担当者
又は広報委員

あとがき 広報委員 広報委員 広報委員 広報委員 広報委員 広報委員

①巻頭言は、1月号を支部長、7月号を副支部長とする。     
②各県技術士会代表幹事年頭の挨拶は、1月号を各県技術士会代表幹事とする。     
③寄稿、技術漫歩は一般投稿を優先し、それがない場合は上記予定表の輪番制とする。     
④合格体験談及びわたしの趣味は一般投稿を優先し、それがない場合は広報委員会より投稿依頼する。   
⑤催事報告、定時総会報告及び支部活動等は、各担当者からの投稿とする。     
⑥各県技術士会活動報告は毎号掲載し、各県担当者からの投稿とする。     
⑦お知らせは、一般投稿や各担当者からの投稿とするが、広報委員会でも必要に応じて掲載する。
⑧あとがきは広報委員の輪番制とする。 
     

投稿担当予定表 

編集・発行スケジュール  



　東北支部会員の皆様、新年おめでとうございま

す。新装なったガイア 1月号（第 46号）をお届

けいたします。

　ガイア 45号や今号「掲示板」でもお知らせし

ていますが、広報活動における「紙媒体」から「電

子媒体」への重点移行の潮流等を踏まえ、ガイア

の発行形態を今号より若干変更いたしました。

　また、合わせて表紙デザインも一新しましたが、

出来栄えは如何でしょうか。折りしも、前・山形

県技術士会会長の土生氏も本誌「寄稿」で表紙デ

ザインの一新や談話室のような column を設ける

ことを提案されています。偶然ではありますが、

ガイアも今号より「わたしの趣味」欄を設け、「専

門技術」を離れて会員各位の趣味を幅広く紹介し

ていく予定です。

　一方、ガイアリニューアルに合わせ、巻末に「投

稿の手引き」と「編集・発行スケジュール及び投

稿予定表」を掲載しました。これは、広報委員の

編集作業の効率化や紙面構成の統一性確保のため

のルールであり、各県技術士会広報担当者および

投稿者の皆様には一読いただきたくお願い申し上

げます。

　支部広報委員会では、支部ホームページと合わ

せて本誌ガイアを広報活動の両輪とし、皆様に親

しまれる紙面構成を目指していく所存です。引き

続き、忌憚のない提案を賜りますようにお願いい

たします。

　　　　　　　　　　　（広報委員会　井口　記）

あ　と　が　き

■ 広報委員会委員

委員長	 	 井口　高夫　（建設、総合技術）
委　員
・会誌検討会	 大重　兼志郎（建設）	 	 　　鹿又　敏一（建設、総合技術）
	 	 柴田　友禧　（建設、総合技術）	 　　
・広報検討会	 有馬　義二　（建設）	 	 　　今田　晃　（建設、総合技術）
	 	 桂　利治　　（建設、総合技術）	 　　長尾　晃　（建設、総合技術）

県技術士会広報担当　
・青森県　	�田　�一郎（建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）�田　�一郎（建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）（建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）総合技術）　								・��県　 	��　��（����）
・秋田県　	伊藤　誉志広（建設）　　 　　　　　　・��県 ��　　�（建設）		　　　　　　・��県 ��　　�（建設）・��県					��　　�（建設）��　　�（建設）（建設）
・山形県　�村　裕司　（建設）　　	　　　　　　 ・��県 ��　��（建設）　　　　　　		・��県 ��　��（建設）・��県					��　��（建設）
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